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灘
磯讐鎌

嚢麟

懸
磁麟

轟
す

　
十
一
月
期
の
福
祉
年
金
の
支
払
い

が
各
郵
便
局
で
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

前
に
福
祉
年
金
証
書
を
、
つ
ぎ
の
日

程
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
印
鑑
及
び

保
管
証
を
持
参
の
上
指
定
の
場
所
で

お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。
（
受
け
と
り

は
、
代
理
の
か
た
で
も
結
構
で
す
。
）

　
例
年
午
前
中
は
混
み
合
い
ま
す
が
、

午
後
か
ら
は
比
較
的
す
い
て
い
ま
す
。

日
　
　
時

福
祉
年
金
証
書
交
付
場
所

受
　
給
　
郵
　
便
　
局

11

月
11
日
（
水
）

午
前
9
時

～
午
後
4
時

市
役
所
市
民
生
活
課

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

市
農
協
新
水
事
業
所

新
水
簡
易
郵
便
局

羽
根
川
荘
俵
山
に

六
　
箇
　
郵
　
便
　
局

川
治
簡
易
郵
便
局

川
治
簡
易
郵
便
局

中
　
条
　
公
　
民
　
館

魚
沼
中
条
郵
便
局

下
　
条
　
公
　
民
　
館

下
　
条
　
郵
　
便
　
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

水
　
沢
　
公
　
民
　
館

土
　
市
　
郵
　
便
　
局

越
後
水
沢
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

11

月
12
日
（
木
）

午
前
9
時

～
午
後
3
時

市
役
所
市
民
生
活
課

十
日
町
郵
便
局

十
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局

十
日
町
高
田
郵
便
局

水
　
沢
　
公
　
民
　
館

土
　
市
　
郵
　
便
　
局

『献血車日程
期日　11月9日（月）

会場　関芳織物㈱

　期日　11月10日（火）

　会場　　睦織物明石町工場

　　時間はいずれも

　　　午前10時～午後3時まで

明日といわずいま献血しましょう

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
月
二
十
九
日
困
　
午
後
一
時

～
四
時
ま
で
　
春
日
町
一
・
一
丁
三

丁
目
の
各
一
部
▼
十
月
三
十
日
樹

午
前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で
　
山
本

町
二
丁
目
の
一
部
関
根
、
浅
之
平
、

笹
之
沢
、
池
之
平
、
落
之
水
、
孕
石
、

控
木
、
長
里
　
▼
十
一
月
二
日
㈲

正
午
～
午
後
四
時
ま
で
　
鉢
　
▼
十

一
月
六
日
樹
　
午
前
九
時
～
午
後
三

時
ま
で
　
川
治
上
町
の
一
部
、
大
黒

沢
、
小
黒
沢
、
伊
達
　
▼
十
一
月
十

日
㈹
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で

山
際
、
原
、
岩
野
、
為
永
、
漉
野
、

二
子
、
願
入
、
塩
野
　
▼
十
一
月
十

六
日
㈲
　
正
午
～
午
後
四
時
ま
で

小
泉
第
一
、
高
島
第
一
の
各
一
部
、

南
鐙
坂
、
北
鐙
坂
第
一
～
第
三
、
小

泉
第
二
、
樽
沢
、
稲
荷
町
三
南
、
三

本
通
り
、
丸
山
町
、
旭
町
の
各
一
部

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
下
条
地
区
婦
人
会
（
代
表
生
越

タ
ミ
）
一
万
円
　
▼
上
越
ヤ
ク
ル
ト

販
売
㈱
二
万
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控

木
）
千
円
　
▼
㈲
真
栄
社
六
千
六
円

▼
飯
酒
盃
澄
代
（
本
町
四
）
一
万
円

▼
真
生
会
（
鉢
）
三
万
円
　
▼
飯
酒

盃
澄
代
（
本
町
四
）
二
万
円
…
香
典

返
し
　
身
障
者
福
祉
へ

　
▼
ス
ナ
ッ
ク
ド
ラ
ム
（
代
表
片
桐

謙
次
）
二
万
五
千
二
百
二
十
三
円
、

▼
本
町
五
、
六
丁
目
青
年
部
会
（
代

表
飯
塚
孝
二
郎
）
三
万
円

｝
皿
月
の
休
日
敷
急
医

…
1
日
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
…

　
　
　
　
　
8
5
の
2
0
0
3
番
…

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

…
3
日
　
干
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）
㎜

…
（
文
化
の
日
）
8
・
2
5
7
6
－
8
の
2
・
3
4
番
…

…
8
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

　
　
　
　
　
8
2
の
3
2
7
6
番
、

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

…
b
日
　
池
田
医
院
（
本
町
西
〒
目
）

　
　
　
　
　
8
2
の
2
5
8
1
番

｝
22
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
　
　
　
8
2
の
2
1
7
4
番

…
2
3
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
第
三
）

…
（
婁
の
日
）
8
8
の
2
0
3
9
番

…
29
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
日
程

●
該
当
者
満
3
歳
か
ら
1
5
歳
迄
の
人

●
料
　
金
満
3
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
人
｝
回
百
円
（
接
種
当
日
持
参
）

●
受
け
て
は
い
け
な
い
人

生
ワ
ク
投
与
．
麻
し
ん
接
種
を
受
け
た
後
一
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
な
い
人

有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
鶏
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者
、
そ
の
他
医
師

が
不
適
と
認
め
た
人

児
童
■
幾

　
　
　
　
　
　
麟
醤

　
児
童
手
当
法
の
一
部
が
改
定
さ
れ
、

手
当
月
額
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
民
税
の
戸
得
割
額
が
か
か
ら
な

い
方
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
の
支

給
額
が
、
十
月
分
か
ら
算
定
基
礎
児

童
一
人
あ
た
り
月
額
七
干
円
（
現
行

六
千
五
百
円
）
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
市
民
税
の
所
得
割
額
の

か
か
る
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
算

定
基
礎
児
童
一
人
あ
た
り
五
千
円
で

す
。　

※
算
定
基
礎
児
童
と
は

　
十
八
歳
未
満
の
児
童
の
う
ち
出
生

順
に
数
え
て
、
三
人
目
以
降
の
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所

市
民
生
活
課
年
金
係
（
8
七
ー
一
三

一
一
番
内
線
二
一
八
）
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

とと
こ

ろき

十
一
月
二
十
日
囲
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

市
役
所
　
市
民
相
談
室

地
　
区
　
名

実
　
施
　
月
　
日

実
施
会
場

一
回
目

二
回
目

下
条
小
学
校
区

10
月
3
0
日
團

n
月
17
日
図

午
後
1
時
30
分

～
2
時

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後
2
時
30
分

～
2
時
ω
分

東
下
組
小
学
校

川
治
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
）

11

月
6
日
團

11

月
2
0
日
樹

履
贔
潔

保
健
セ
ン
タ
ー

鐙
島
小
学
校
区

11
月
1
0
日
㈹

H
月
2
5
日
困

午
後
2
時

～
2
時
2
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後
2
時
50
分

～
3
時

真
田
小
学
校

水
沢
小
学
校
区

11

月
11
日
困

H
月
％
日
困

履
贔
獺

水
沢
出
張
所

十
日
町
地
区

（
国
道
よ
り
西
側
）

11

月
12
日
困

11

月
2
4
日
㈹

履
鮎
潔

保
健
セ
ン
タ
ー

吉
田
小
学
校
区

11

月
1
8
日
困

12

月
2
日
困

午
後
2
時

～
2
時
2
0
分

吉
田
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後
2
時
50
分

～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

（
右
表
以
外
の
地
区
の
予
定
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

◎
注
意
事
項

o
接
種
前
は
健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

O
接
種
当
日
の
朝
は
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。

O
母
子
健
康
手
帳
・
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
．

O
問
診
票
は
保
護
者
が
責
任
を
も
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る
場
合
は
、
前
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ
i
窓
口
ま

　
。
で
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
n
月
分
乳
幼
児
検
診
日
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

科
い
歯
が
は
み
方
に
の
い
児
れ

月
缶
冤

力
を
6
歯
歳
ら
3
か
・
す
い

児
ま
さ

月
り
だ

カ
あ
く

6
が
て

歳
診
来

－
検
て

●お
願
い

3
歳
児
検
診

11

月
11
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
i

53
年
5
月

生
れ
の
児

城全

1
歳
6
カ
月

児
　
検
　
診

11

月
路
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

茄
年
5
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に

育
児
学
級
11

月
％
日

　
（
木
）

午
後
1
時

～
1
時
半

56
年
7
月

生
れ
の
児

10

カ
月
児

身
体
測
定
11

月
27
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
3
時

56
年
1
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
V

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
O

　
　
融

　
　
赫

　　口73号口
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㎜
　
本
格
的
な
雪
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
市
で
は
、
5
6
豪
雪
の
生
々
し
㎜

㎜
い
体
験
か
ら
「
克
雪
都
市
宣
言
」
を
し
、
　
「
雪
処
理
に
関
す
る
条
例
」
を
㎜

㎜
制
定
し
て
、
豪
雪
に
た
ち
向
か
う
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
㎜

㎜
記
念
し
て
、
十
二
月
五
日
、
六
日
の
両
日
克
雪
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
　
㎜

㎜
　
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

●
4
中
学
生
図
画
・
書
道
展

●
豪
雪
記
録
写
真
展

●
高
橋
喜
平
写
真
展

●
克
雪
十
日
町
市
コ
ー
ナ
！

　
（
克
雪
地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
計
画

の
概
要
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
紹

介
）●

雪
ま
つ
り
コ
ー
ナ
ー

（
雪
ま
つ
り
歩
み
展
・
映
写
会
）

〔
体
育
館
〕

●
屋
根
雪
処
理
関
係
展
示

①
柳
式
自
然
融
雪
家
屋
の
模
型
・

パ
ネ
ル
・
ビ
デ
オ
な
ど
、
②
ス
ベ
ル

ー
フ
に
よ
る
自
然
落
下
家
屋
の
模
型

③
プ
ラ
ヒ
ー
ト
（
電
熱
）
の
サ
ン
プ

ル
、
パ
ネ
ル
な
ど
、
④
M
型
消
雪
屋

根
家
屋
の
模
型
、
ビ
デ
オ
⑤
ア
キ

　
十
二
月
五
日
㈲
正
午
～
午
後
六
時

　
十
二
月
六
日
側
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ス
プ
ロ
ト
ス
（
電
熱
）
の
サ

〔
市
民
会
館
〕
　
　
　
　
　
　
　
ル
、
パ
ネ
ル
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
小
型
除
雪
機
械
展
示

、

克
雪
都
市
宣
言

　
　
　
　
記
念
大
会

日
時

対会
象場

ン
プ
　
　
内
容

●
消
雪
器
具
コ
ー
ナ
ー

●
住
宅
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
雪
に
対
し
て
の
住
宅
建
築
等
に
関

す
る
相
談
（
市
建
設
課
）

●
冬
の
防
災
コ
ー
ナ
！

●
私
の
ア
イ
デ
ア
発
表
コ
ー
ナ
ー

　
①
雪
ぴ
落
し
器
②
ス
ノ
ー
ブ
ル

③
車
輪
付
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
　
④
調
節

ノ
ズ
ル
付
消
雪
パ
イ
プ
　
⑤
拡
幅
し

た
流
雪
溝
及
び
流
雪
溝
の
安
全
ぶ
た

⑥
安
全
雪
ぴ
落
し
な
ど

●
冬
用
品
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー

　
ス
コ
ッ
プ
、
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
、
　
コ

ス
キ
、
雪
ト
イ
、
雪
囲
い
金
具
な
ど

の
展
示
即
売

●
ふ
る
さ
と
の
味
コ
ー
ナ
ー

　
模
擬
店
、
そ
ば
、
寿
司
、
山
菜
、

つ
け
も
の
な
ど

十
二
月
六
日
　
午
前
十
時
～

午
後
三
時

市
民
会
館
ホ
ー
ル

ど
な
た
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

式
典
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
発

表
、
表
彰
、
映
画
「
56
豪
雪

の
記
録
」
上
映
な
ど

克
雪
都
市
宣
言
記
念
講
演

「
克
雪
対
策
の
今
後
の
方
向

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
」

講
師
　
衆
議
院
議
員
　
佐
藤
隆

　
　
（
特
別
豪
雪
地
帯
振
興
議
員

　
　
連
盟
事
務
局
長
、
国
土
審
議

　
　
会
豪
雪
地
帯
対
策
特
別
委
員
）

午
後
一
時
～
二
時
半

　
　
協
賛
講
演
会

日
時

講会
師場

演
題

冬
期
ご
み
収
集
計
画
晴
晶
君

　
　
　
　
　
　
　
一
部
を
除
き
夏
期
と
同
じ
に

　
こ
れ
ま
で
は
冬
期
間
（
十
二
月
～

三
月
）
に
な
る
と
、
ご
み
収
集
計
画

が
大
幅
に
変
り
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
今
冬
か
ら

は
、
車
輔
の
運
行
で
き
る
限
り
、
夏

期
の
収
集
計
画
通
り
実
施
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
車
輔
の
運
行
が
で
き
な

く
な
っ
た
地
域
か
ら
は
従
来
ど
お
り

持
出
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
願
い
し

ま
す
。
そ
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
該

当
の
衛
生
組
合
長
か
ら
お
手
数
で
も

衛
生
施
設
組
合
（
奮
二
－
三
九
二
四

番
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
は

冬
期
間
と
く
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
、
道
路
事
情
で
ご
み
収
集
車
が
行

け
な
い
町
内
は
予
定
通
り
収
集
で
き

ま
せ
ん
．
状
況
を
各
町
内
で
適
確
に

判
断
し
、
収
集
不
能
な
場
合
は
、
各

自
出
し
た
ご
み
を
持
ち
帰
り
、
次
回

の
収
集
日
ま
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
も
え
な
い
大
き
な
ご
み
（
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
な
ど
）
は
、

雪
消
え
後
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
事
業
系
の
廃
棄
物
（
産
業
廃
棄

物
も
）
の
う
ち
、
も
え
な
い
も
の
は

各
自
で
保
管
す
る
か
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。
や
む
を
え
ず
保
管
場
所
の
無

い
場
合
は
高
城
沢
で
一
時
保
管
し
ま

す
。
そ
の
場
合
、
消
雪
後
霧
谷
埋
立

地
へ
再
運
搬
を
お
願
い
し
ま
す
。

収集日が変更になる地域

十
二
月
五
日
　
午
後
一
時
四

十
五
分
～
午
後
五
時

市
民
会
館
ホ
ー
ル

萩
原
茂
裕
氏
　
　
（
町
づ
く
り

　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

手
づ
く
り
の
ふ
る
さ
と

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

　
年
末
は
十
二
月
三
十
日
（
水
）
ま

で
日
程
表
通
り
収
集
し
ま
す
。
年

始
は
一
月
四
日
（
月
）
か
ら
で
す
。

ゴミ収集が休みになる地域

地　区　名 対　　象　　地　　域 対　象　地　域 もえるゴミ もえないゴミ

十日町、川治
六箇、吉田

津池、大池、菅沼、赤倉、控木、長里、落之水
船坂、塩ノ又、中手、中平、名ケ山

関根、浅之平、六箇山谷
中村

金 第1．第3、水

中　　　　条
嘉勝、池谷、入山、蕨平・東枯木又、西枯木又

三ツ山、上田原、宇田ケ沢、山新田、中条菅
沼、小貫 中条市ノ沢 水 金

ド　　　　条 仙ノ山、平、漉野、慶地、二子、願入、塩野

幸町、姿1・2、安養寺
細尾

火・金 水
水　　　　沢

天池、池之尻、漆島、池沢、野中、鍬柄沢、当
間、大石、南雲、中在家、水沢市ノ沢、珠川
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贈翻

国
民
年
金
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

　
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
ま
ぢ
か
に
ひ
か
え
て
、
老
後
の
生
活
、
と

り
わ
け
生
活
費
と
結
び
つ
く
年
金
に
寄
せ
ら
れ
る
関
心
は
年
々
高
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
制
度
も
年
々
成
熟
し
、
受
給
者
も
増
え
、
支
給
さ
れ
る
年
金
額

も
多
く
、
頼
れ
る
年
金
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
毎
年
保

険
料
が
上
が
り
、
納
入
も
楽
で
な
く
た
い
へ
ん
だ
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
一
一
百
人
の
か
た
を
対
象
に
、
七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で
郵
送

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
回
答
さ
れ
た
か
た
は
百
五
十
四
人
で
、
回
収
率
七
十
七
％
と
多

く
の
貴
重
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
そ
の
調
査
結
果
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
金
問
題
に
高
い
関
心

　
我
が
国
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
口

は
、
現
在
の
千
四
十
三
万
人
が
、
昭

和
九
十
年
に
は
二
倍
以
上
の
二
千
五

百
七
十
一
万
人
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
の
高
齢
化
問
題
が
、

隼金問題への関心

　　　　あまり
　　　8％関心がない
どちらとも

いえない

15％

　　　　関心を
　　　　もっている
＼　　　　　77％

米

年
金
財
政
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
り
、
最
近
は
新
聞
や
テ

レ
ビ
等
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
年
金
問
題
に
ど
の
程

度
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
を
質
問
し

た
と
こ
ろ
、
上
表
㈲
の
よ
う
に
「
関

心
を
持
っ
て
い
る
」
人
が
七
十
七
％

を
占
め
、
年
金
に
よ
せ
ら
れ
る
期
待

の
大
き
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

繰
上
請
求
が
多
い
の
は

　
　
　
　
　
健
康
へ
の
不
安

何歳位からが老後？

60歳位

38％

／75歳位
　　1％

70歳位
　25％

65歳位

36％

　
一
方
、
年
金
と
密
接
な
関
連
の
あ

る
老
後
に
つ
い
て
、
老
後
は
ど
ん
な

と
き
に
始
ま
る
と
の
問
い
に
対
し
て

は
「
年
金
を
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た

時
」
三
十
二
％
、
　
「
身
体
の
自
由
が

き
か
な
く
な
っ
た
時
」
二
十
六
％
、

「
仕
事
を
や
め
た
時
」
二
十
五
％
と

の
答
え
が
多
く
、
年
金
と
老
後
を
結

老後生活の不安は？

その他＼
　2％

　健康面

　41％

〆生きがし

　　16％

論16％　ノ
面
％

入収
茄

び
つ
け
て
考
え
る
人
が
三
分
の
一
に

の
ぽ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
具
体
的
な

年
齢
で
み
る
と
上
表
囲
の
よ
う
に
な

り
、
六
十
五
歳
以
上
と
答
え
た
人
が

六
十
三
％
を
占
め
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
は
、
自
営
業
等
定
年
の

な
い
方
を
対
象
に
し
て
い
る
た
め
、

六
十
五
歳
で
必
要
と
さ
れ
る
生
活
費

を
も
と
に
支
給
額
等
を
決
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
六
十
歳
か
ら
減
額
し

た
年
金
を
請
求
す
る
か
た
が
多
く
、

昨
年
度
の
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
管

内
で
は
八
割
近
く
の
か
た
が
繰
上
請

求
者
で
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
は
「
六
十
歳
位
か
ら
が
老
後
」
と

答
え
た
人
が
三
十
八
％
と
少
な
い
の

に
、
現
実
と
し
て
繰
上
請
求
が
多
い

理
由
は
、
老
後
の
生
活
に
対
す
る
不

安
と
し
て
「
健
康
で
す
ご
せ
る
か
」

が
四
十
一
％
を
占
め
た
よ
う
に
、
健
康

状
態
へ
の
不
安
が
あ
る
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

老
後
生
活
の

　
　
　
　
収
入
の
支
え
は

　
そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
老
後
の
生

活
を
支
え
る
収
入
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
と
の
問
い

に
対
し
て
、
下
表
の
よ
う
に
「
働
い

た
収
入
と
公
的
年
金
」
で
生
活
を
ま

か
な
う
と
答
え
た
人
が
四
十
％
と
多

く
な
っ
て
お
り
、
特
に
男
性
で
は
半

数
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
後

の
生
活
を
支
え
る
収
入
を
公
的
年
金

　
　
国
民
年
金

　
国
民
年
金
制
度
は
、
遠
い
将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
、
安
定
し
た
老

後
の
支
え
と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
、
健
全
財
政
は
た
い
せ
つ
な
こ

と
で
す
。

　
先
頃
、
国
の
増
税
な
き
財
政
再
建

の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
第
二
次
臨
時

行
政
調
査
会
で
は
、
公
的
年
金
へ
の

国
庫
負
担
や
制
度
の
見
直
し
を
求
め

た
答
申
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
答
申
内
容
で
あ
る
「
支
給
開

始
年
齢
を
引
き
あ
げ
、
財
政
面
の
負

担
を
軽
減
す
る
」
と
考
え
る
人
が
十

％
、
　
「
行
政
の
簡
素
化
の
た
め
国
庫

負
担
を
減
ら
し
、
そ
の
分
保
険
料
を

増
や
す
」
四
％
、
　
「
年
金
支
給
額
を

老後生活の収入の考え方（単位、％

全体 20代 30代 40代 50代

貯蓄と公的年金 29 37 38 21 25

過いた収入と公的年金 40 50 38 41 37

公的年金だけ 17 12 12 21 21

公的年金と個人年金 5 0 4 12 0

子供に扶養してもらう 8 0 7 6 12

と
自
分
で
働
い
た
収
入
を
中
心
に
考

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
確
か
に
、
六

十
五
歳
以
降
、
夫
婦
で
約
三
千
六
百

万
円
が
必
要
と
さ
れ
、
こ
れ
は
公
的

年
金
な
く
し
て
準
備
す
る
に
は
た
い

へ
ん
な
金
額
で
す
。

の
財
政
は

※

引
き
さ
げ
る
」
十
四
％
等
、
臨
調
の

答
申
を
支
持
し
て
お
り
、
　
「
六
十
歳

か
ら
の
繰
上
げ
支
給
を
段
階
的
に
や

め
る
」
十
四
％
を
あ
わ
せ
て
四
割
の

か
た
が
何
ら
か
の
手
直
し
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
　
「
現
行
の
制
度
を
変
え

ず
、
将
来
の
安
全
率
を
見
込
ん
だ
保

険
料
に
す
べ
き
」
が
五
十
二
％
を
占

め
、
適
正
な
負
担
に
つ
い
て
の
理
解

が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
国
は
行
政
改
革
の
た
め
、
厚
生
年

金
へ
の
国
庫
負
担
を
財
政
再
建
期
間

中
（
昭
和
五
十
九
年
度
ま
で
）
五
％

減
額
を
決
め
て
い
ま
す
が
、
国
民
年

金
へ
の
国
庫
負
担
（
三
十
三
％
）
は

変
え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
年
々
引
き

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
保
険
料
を
納
め

る
の
に
た
い
へ
ん
ご
苦
労
の
多
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。
国
で
は
、
少
な
く

て
も
五
年
に
一
度
は
財
政
状
況
を
見

直
し
、
必
要
と
さ
れ
る
保
険
料
を
決

め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
昨
年
度
ま
で
は
ニ
カ
月

分
ま
と
め
て
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
ま
と
ま
る
と

納
め
に
く
い
と
い
う
声
も
多
く
、
今

年
度
か
ら
毎
月
納
付
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
毎
月
納
付
に
変
わ
っ
た
こ
と

マ
　て
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
す

　
つ
　
　
　
　
　
や
た
％

わ
　
　
　
　
　
め
っ
67

　
　
　
　
　
　
納
な

変に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い

　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
ど
良

付納
　
　
瀦
％
　
　
樗

月
　
　
　
ち
え
％
　
　
　
今

毎
　
ど
、
一
、
口
　
隅

に
つ
い
て
は
、
上
表
の
よ
う
に
「
納
め

や
す
く
な
っ
た
」
が
六
十
七
％
と
な

り
、
多
数
の
か
た
が
毎
月
ご
と
の
納

付
に
変
わ
っ
て
良
か
っ
た
と
答
え
て

い
ま
す
。

ロ
座
振
替
の
期
間

　
毎
月
一
回
が
五
十
五
％

　
現
在
、
保
険
料
を
口
座
振
替
に
よ

り
納
入
で
き
る
の
は
、
一
年
分
の
保

険
料
を
前
納
す
る
場
合
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
納
付
が
毎
月
に

変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
税
等

と
同
じ
く
期
別
に
よ
る
口
座
振
替
が

で
き
な
い
か
、
と
い
う
問
い
合
わ
せ

も
少
な
か
ら
ず
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
短
期
間
の
保
険
料
の

口
座
振
替
が
実
施
さ
れ
た
ら
ど
う
す

る
か
と
の
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
下

表
萄
の
よ
う
に
「
ぜ
ひ
口
座
振
替
で

納
め
た
い
」
が
三
十
二
％
、
　
「
今
ま

短期のロ座振替が実施
　　　　　　されたら

　　　　　　口座振替で
どちらとも　納めたい
いえない　　　　32％
　37％

　　　今までどおり

　　　町内熟めたレ

口座振替の期間は

　　　　半年に
　その他　　1回

＼14％15％
　　　　　　　3ヵ月
　　　　　　6％／
　　　　　　　2ヵ月
　　　　　　　10％
毎月1回

　55％　　　　　　1

で
ど
お
り
町
内
で
納
め
た
い
」
三
十

一
％
、
　
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」

三
十
七
％
と
な
り
、
三
割
の
方
が
口

座
振
替
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
短
期
間
の
口
座
振
替
を

八
年
の
歳
月
と
総
事
業
費
十
六
億
六

千
万
円
余
り
を
か
け
て
完
成
し
た
も

の
で
す
。

　
開
通
式
で
は
、
諸
里
市
長
や
地
元

選
出
の
国
会
議
員
な
ど
の
来
賓
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
久
寿
玉
開
被
が

行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
新
座
第
三
の

越
村
龍
平
さ
ん
（
八
八
歳
）
、
キ
サ
さ

ん
（
八
六
歳
と
家
三
代
を
先
頭
に
通

り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
高
架
橋
の
完
成
に
よ
っ
て
一

一
七
号
線
の
一
次
改
良
工
事
は
す
べ

て
終
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
施
す
る
場
合
、
適
当
な
期
間
と
し

て
は
、
上
表
㈲
の
よ
う
に
「
毎
月
一
回

振
り
替
え
る
」
が
五
十
五
％
と
多
数

を
占
め
、
「
半
年
に
一
回
」
十
五
％
、

「
ニ
ヵ
月
に
一
回
」
十
％
の
順
番
と

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
口
座
振
替
に
よ
っ
て
前
納

さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
加
入
者
の
七

％
（
千
五
十
一
人
）
で
す
。
年
五
分

五
厘
の
割
引
き
が
あ
っ
て
も
、
一
時

期
に
ま
と
ま
っ
た
額
を
用
意
す
る
の

は
た
い
へ
ん
で
す
の
で
、
適
正
な
負

担
に
よ
り
深
い
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
短

期
の
口
座
振
替
の
実
施
を
検
討
し
て

行
き
ま
す
。

参
考
に
な
る
こ
と
が

　
　
　
　
多
く
あ
り
ま
し
た

架橋完成

　
十
一
日
、
飯
山

線
四
日
町
踏
切
に

か
か
る
十
日
町
高

架
橋
が
完
成
し
、

同
日
正
午
か
ら
通

行
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
高
架
橋
は

昭
和
四
十
九
年
か

ら
用
地
買
収
を
開

始
し
、
五
十
二
年

か
ら
本
格
的
な
工

事
に
着
手
し
て
、

　
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
老
後
に

対
し
て
世
代
間
、
性
別
で
考
え
方
の

違
い
が
で
ま
し
た
。
そ
し
て
、
繰
上

げ
請
求
が
多
い
理
由
と
し
て
、
老
後

の
健
康
面
へ
の
不
安
、
収
入
面
で
の

不
安
が
相
当
な
部
分
を
占
め
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
老
後
の

生
活
収
入
に
対
し
て
、
男
性
で
は
働

い
た
収
入
と
公
的
年
金
と
答
え
た
人

が
多
く
、
老
後
も
仕
事
を
続
け
る
と

の
考
え
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
年
金
問
題
に
多
く
の
か
た

が
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
第
二
次
臨

調
答
申
を
は
じ
め
、
年
金
制
度
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
が
身
近
か
な
問
題
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
保
険
料
の
納
付
方
法
で
、
短

期
の
保
険
料
口
座
振
替
の
必
要
性
が

数
字
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
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に
生
ま
れ
た
か
た
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讐
こ
の
期
擬
が
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昭
和
鉱
十
六
年
四
月
以
緯
、
汁
灘
蹴

、
豊
茜
年
の
短
線
鷺
峯
．
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国
幾
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窯

贈翻

国
民
年
金
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

　
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
ま
ぢ
か
に
ひ
か
え
て
、
老
後
の
生
活
、
と

り
わ
け
生
活
費
と
結
び
つ
く
年
金
に
寄
せ
ら
れ
る
関
心
は
年
々
高
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
制
度
も
年
々
成
熟
し
、
受
給
者
も
増
え
、
支
給
さ
れ
る
年
金
額

も
多
く
、
頼
れ
る
年
金
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
毎
年
保

険
料
が
上
が
り
、
納
入
も
楽
で
な
く
た
い
へ
ん
だ
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
一
一
百
人
の
か
た
を
対
象
に
、
七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で
郵
送

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
回
答
さ
れ
た
か
た
は
百
五
十
四
人
で
、
回
収
率
七
十
七
％
と
多

く
の
貴
重
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
そ
の
調
査
結
果
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
金
問
題
に
高
い
関
心

　
我
が
国
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
口

は
、
現
在
の
千
四
十
三
万
人
が
、
昭

和
九
十
年
に
は
二
倍
以
上
の
二
千
五

百
七
十
一
万
人
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
の
高
齢
化
問
題
が
、

隼金問題への関心

　　　　あまり
　　　8％関心がない
どちらとも

いえない

15％

　　　　関心を
　　　　もっている
＼　　　　　77％

米

年
金
財
政
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
り
、
最
近
は
新
聞
や
テ

レ
ビ
等
の
マ
ス
コ
ミ
で
も
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
年
金
問
題
に
ど
の
程

度
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
を
質
問
し

た
と
こ
ろ
、
上
表
㈲
の
よ
う
に
「
関

心
を
持
っ
て
い
る
」
人
が
七
十
七
％

を
占
め
、
年
金
に
よ
せ
ら
れ
る
期
待

の
大
き
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

繰
上
請
求
が
多
い
の
は

　
　
　
　
　
健
康
へ
の
不
安

何歳位からが老後？

60歳位

38％

／75歳位
　　1％

70歳位
　25％

65歳位

36％

　
一
方
、
年
金
と
密
接
な
関
連
の
あ

る
老
後
に
つ
い
て
、
老
後
は
ど
ん
な

と
き
に
始
ま
る
と
の
問
い
に
対
し
て

は
「
年
金
を
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た

時
」
三
十
二
％
、
　
「
身
体
の
自
由
が

き
か
な
く
な
っ
た
時
」
二
十
六
％
、

「
仕
事
を
や
め
た
時
」
二
十
五
％
と

の
答
え
が
多
く
、
年
金
と
老
後
を
結

老後生活の不安は？

その他＼
　2％

　健康面

　41％

〆生きがし

　　16％

論16％　ノ
面
％

入収
茄

び
つ
け
て
考
え
る
人
が
三
分
の
一
に

の
ぽ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
具
体
的
な

年
齢
で
み
る
と
上
表
囲
の
よ
う
に
な

り
、
六
十
五
歳
以
上
と
答
え
た
人
が

六
十
三
％
を
占
め
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
は
、
自
営
業
等
定
年
の

な
い
方
を
対
象
に
し
て
い
る
た
め
、

六
十
五
歳
で
必
要
と
さ
れ
る
生
活
費

を
も
と
に
支
給
額
等
を
決
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
六
十
歳
か
ら
減
額
し

た
年
金
を
請
求
す
る
か
た
が
多
く
、

昨
年
度
の
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
管

内
で
は
八
割
近
く
の
か
た
が
繰
上
請

求
者
で
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
は
「
六
十
歳
位
か
ら
が
老
後
」
と

答
え
た
人
が
三
十
八
％
と
少
な
い
の

に
、
現
実
と
し
て
繰
上
請
求
が
多
い

理
由
は
、
老
後
の
生
活
に
対
す
る
不

安
と
し
て
「
健
康
で
す
ご
せ
る
か
」

が
四
十
一
％
を
占
め
た
よ
う
に
、
健
康

状
態
へ
の
不
安
が
あ
る
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

老
後
生
活
の

　
　
　
　
収
入
の
支
え
は

　
そ
れ
で
は
、
い
っ
た
い
老
後
の
生

活
を
支
え
る
収
入
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
と
の
問
い

に
対
し
て
、
下
表
の
よ
う
に
「
働
い

た
収
入
と
公
的
年
金
」
で
生
活
を
ま

か
な
う
と
答
え
た
人
が
四
十
％
と
多

く
な
っ
て
お
り
、
特
に
男
性
で
は
半

数
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
後

の
生
活
を
支
え
る
収
入
を
公
的
年
金

　
　
国
民
年
金

　
国
民
年
金
制
度
は
、
遠
い
将
来
に

わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
、
安
定
し
た
老

後
の
支
え
と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
、
健
全
財
政
は
た
い
せ
つ
な
こ

と
で
す
。

　
先
頃
、
国
の
増
税
な
き
財
政
再
建

の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
第
二
次
臨
時

行
政
調
査
会
で
は
、
公
的
年
金
へ
の

国
庫
負
担
や
制
度
の
見
直
し
を
求
め

た
答
申
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
答
申
内
容
で
あ
る
「
支
給
開

始
年
齢
を
引
き
あ
げ
、
財
政
面
の
負

担
を
軽
減
す
る
」
と
考
え
る
人
が
十

％
、
　
「
行
政
の
簡
素
化
の
た
め
国
庫

負
担
を
減
ら
し
、
そ
の
分
保
険
料
を

増
や
す
」
四
％
、
　
「
年
金
支
給
額
を

老後生活の収入の考え方（単位、％

全体 20代 30代 40代 50代

貯蓄と公的年金 29 37 38 21 25

過いた収入と公的年金 40 50 38 41 37

公的年金だけ 17 12 12 21 21

公的年金と個人年金 5 0 4 12 0

子供に扶養してもらう 8 0 7 6 12

と
自
分
で
働
い
た
収
入
を
中
心
に
考

え
て
い
る
よ
う
で
す
。
確
か
に
、
六

十
五
歳
以
降
、
夫
婦
で
約
三
千
六
百

万
円
が
必
要
と
さ
れ
、
こ
れ
は
公
的

年
金
な
く
し
て
準
備
す
る
に
は
た
い

へ
ん
な
金
額
で
す
。

の
財
政
は

※

引
き
さ
げ
る
」
十
四
％
等
、
臨
調
の

答
申
を
支
持
し
て
お
り
、
　
「
六
十
歳

か
ら
の
繰
上
げ
支
給
を
段
階
的
に
や

め
る
」
十
四
％
を
あ
わ
せ
て
四
割
の

か
た
が
何
ら
か
の
手
直
し
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
　
「
現
行
の
制
度
を
変
え

ず
、
将
来
の
安
全
率
を
見
込
ん
だ
保

険
料
に
す
べ
き
」
が
五
十
二
％
を
占

め
、
適
正
な
負
担
に
つ
い
て
の
理
解

が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
国
は
行
政
改
革
の
た
め
、
厚
生
年

金
へ
の
国
庫
負
担
を
財
政
再
建
期
間

中
（
昭
和
五
十
九
年
度
ま
で
）
五
％

減
額
を
決
め
て
い
ま
す
が
、
国
民
年

金
へ
の
国
庫
負
担
（
三
十
三
％
）
は

変
え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（3）1”1””1”1”1”。”1と6”』ρ36知らぜ緬馨1””。”，1””II”“””“IIII””9””1”1””1”1””。ll”““loIlll61“lllll”“”lllIIIIIII。1’●”II”，6響9111111101111”II”llll51611111昭和56年11月25日

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
年
々
引
き

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
保
険
料
を
納
め

る
の
に
た
い
へ
ん
ご
苦
労
の
多
い
こ

と
と
思
い
ま
す
。
国
で
は
、
少
な
く

て
も
五
年
に
一
度
は
財
政
状
況
を
見

直
し
、
必
要
と
さ
れ
る
保
険
料
を
決

め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
昨
年
度
ま
で
は
ニ
カ
月

分
ま
と
め
て
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
ま
と
ま
る
と

納
め
に
く
い
と
い
う
声
も
多
く
、
今

年
度
か
ら
毎
月
納
付
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
毎
月
納
付
に
変
わ
っ
た
こ
と

マ
　て
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
す

　
つ
　
　
　
　
　
や
た
％

わ
　
　
　
　
　
め
っ
67

　
　
　
　
　
　
納
な

変に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い

　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
ど
良

付納
　
　
瀦
％
　
　
樗

月
　
　
　
ち
え
％
　
　
　
今

毎
　
ど
、
一
、
口
　
隅

に
つ
い
て
は
、
上
表
の
よ
う
に
「
納
め

や
す
く
な
っ
た
」
が
六
十
七
％
と
な

り
、
多
数
の
か
た
が
毎
月
ご
と
の
納

付
に
変
わ
っ
て
良
か
っ
た
と
答
え
て

い
ま
す
。

ロ
座
振
替
の
期
間

　
毎
月
一
回
が
五
十
五
％

　
現
在
、
保
険
料
を
口
座
振
替
に
よ

り
納
入
で
き
る
の
は
、
一
年
分
の
保

険
料
を
前
納
す
る
場
合
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
納
付
が
毎
月
に

変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
税
等

と
同
じ
く
期
別
に
よ
る
口
座
振
替
が

で
き
な
い
か
、
と
い
う
問
い
合
わ
せ

も
少
な
か
ら
ず
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
短
期
間
の
保
険
料
の

口
座
振
替
が
実
施
さ
れ
た
ら
ど
う
す

る
か
と
の
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、
下

表
萄
の
よ
う
に
「
ぜ
ひ
口
座
振
替
で

納
め
た
い
」
が
三
十
二
％
、
　
「
今
ま

短期のロ座振替が実施
　　　　　　されたら

　　　　　　口座振替で
どちらとも　納めたい
いえない　　　　32％
　37％

　　　今までどおり

　　　町内熟めたレ

口座振替の期間は

　　　　半年に
　その他　　1回

＼14％15％
　　　　　　　3ヵ月
　　　　　　6％／
　　　　　　　2ヵ月
　　　　　　　10％
毎月1回

　55％　　　　　　1

で
ど
お
り
町
内
で
納
め
た
い
」
三
十

一
％
、
　
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」

三
十
七
％
と
な
り
、
三
割
の
方
が
口

座
振
替
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
短
期
間
の
口
座
振
替
を

八
年
の
歳
月
と
総
事
業
費
十
六
億
六

千
万
円
余
り
を
か
け
て
完
成
し
た
も

の
で
す
。

　
開
通
式
で
は
、
諸
里
市
長
や
地
元

選
出
の
国
会
議
員
な
ど
の
来
賓
に
よ

る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
久
寿
玉
開
被
が

行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
新
座
第
三
の

越
村
龍
平
さ
ん
（
八
八
歳
）
、
キ
サ
さ

ん
（
八
六
歳
と
家
三
代
を
先
頭
に
通

り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
高
架
橋
の
完
成
に
よ
っ
て
一

一
七
号
線
の
一
次
改
良
工
事
は
す
べ

て
終
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
施
す
る
場
合
、
適
当
な
期
間
と
し

て
は
、
上
表
㈲
の
よ
う
に
「
毎
月
一
回

振
り
替
え
る
」
が
五
十
五
％
と
多
数

を
占
め
、
「
半
年
に
一
回
」
十
五
％
、

「
ニ
ヵ
月
に
一
回
」
十
％
の
順
番
と

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
口
座
振
替
に
よ
っ
て
前
納

さ
れ
て
い
る
か
た
は
、
加
入
者
の
七

％
（
千
五
十
一
人
）
で
す
。
年
五
分

五
厘
の
割
引
き
が
あ
っ
て
も
、
一
時

期
に
ま
と
ま
っ
た
額
を
用
意
す
る
の

は
た
い
へ
ん
で
す
の
で
、
適
正
な
負

担
に
よ
り
深
い
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
に
も
、
こ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
短

期
の
口
座
振
替
の
実
施
を
検
討
し
て

行
き
ま
す
。

参
考
に
な
る
こ
と
が

　
　
　
　
多
く
あ
り
ま
し
た

架橋完成

　
十
一
日
、
飯
山

線
四
日
町
踏
切
に

か
か
る
十
日
町
高

架
橋
が
完
成
し
、

同
日
正
午
か
ら
通

行
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
高
架
橋
は

昭
和
四
十
九
年
か

ら
用
地
買
収
を
開

始
し
、
五
十
二
年

か
ら
本
格
的
な
工

事
に
着
手
し
て
、

　
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
老
後
に

対
し
て
世
代
間
、
性
別
で
考
え
方
の

違
い
が
で
ま
し
た
。
そ
し
て
、
繰
上

げ
請
求
が
多
い
理
由
と
し
て
、
老
後

の
健
康
面
へ
の
不
安
、
収
入
面
で
の

不
安
が
相
当
な
部
分
を
占
め
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
老
後
の

生
活
収
入
に
対
し
て
、
男
性
で
は
働

い
た
収
入
と
公
的
年
金
と
答
え
た
人

が
多
く
、
老
後
も
仕
事
を
続
け
る
と

の
考
え
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
年
金
問
題
に
多
く
の
か
た

が
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
第
二
次
臨

調
答
申
を
は
じ
め
、
年
金
制
度
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
が
身
近
か
な
問
題
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
保
険
料
の
納
付
方
法
で
、
短

期
の
保
険
料
口
座
振
替
の
必
要
性
が

数
字
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
ま
す
。
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長
く
生
き
る
こ
と
は
誰
し
も
が
願
う
二
と
で
す
。
社
会
全
体
も
高
齢
化

社
会
に
向
っ
て
速
度
を
早
め
て
い
ま
す
．
そ
こ
で
待
ち
う
け
て
い
る
の
が

　
老
後
の
生
活
。
と
り
わ
け
生
活
費
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
老
後
を
真

　
近
に
さ
れ
た
人
は
な
お
さ
ら
、
今
若
い
人
に
も
確
実
に
や
っ
て
く
る
老
後

　
は
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
す
。
そ
こ
で
、
老
後
の
生
活
と
大

　
き
く
か
か
わ
る
国
民
年
金
を
、
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
発
展
さ
せ
維
持
し

◆
て
い
く
た
め
に
・
制
度
の
し
く
み
や
負
担
に
つ
い
て
ξ
み
ま
し
ょ
蕊

一
歩
一
歩
進
む

　
　
　
高
齢
化
社
会

　
我
が
国
の
平
均
寿
命
は
年
々
伸
び

世
界
で
も
有
数
の
長
寿
国
と
な
り
ま

し
た
。
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
千

万
人
の
大
台
を
こ
え
、
総
人
口
の
九
・

三
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
八
十

年
に
は
二
千
万
人
を
こ
え
、
人
口
に

占
め
る
割
合
も
十
五
％
を
こ
え
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
、

四
月
一
目
現
在
で
五
千
七
百
七
十
五

人
で
、
人
口
比
十
一
・
六
％
で
す
。

　
現
在
の
お
年
寄
り
は
平
均
四
、
五

人
の
子
供
が
お
り
、
同
居
率
も
七
十

％
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
出

生
率
も
年
々
下
が
り
、
平
均
一
・
八

人
し
か
子
供
を
生
み
ま
せ
ん
。
扶
養

意
識
も
徐
々
に
変
り
、
同
居
も
む
ず

か
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
事
実
、

老
人
だ
け
の
世
帯
も
十
年
前
と
く
ら

べ
二
倍
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
六
月
に
市
で
実
施
し
た
「
国

民
年
金
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
も
、

老
後
は
一
、
子
供
に
扶
養
し
て
も
ら
う
」

と
答
え
た
人
は
八
％
と
す
く
な
く
、

大
部
分
の
人
が
老
後
も
働
き
、
公
的

年
金
や
貯
蓄
で
生
活
す
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

老
後
に
必
要
な

　
生
活
費
は

　
年
を
と
る
に
つ
れ
て
身
体
の
自
由

は
き
か
な
く
な
り
、
健
康
も
そ
こ
な

わ
れ
、
仕
事
も
制
約
さ
れ
て
き
ま
す
。

　
老
後
の
生
活
費
は
、
夫
婦
で
月
に

十
五
万
円
く
ら
い
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
夫
六
十
五
歳
、
妻
六
十
歳
か
ら

老
後
の
生
活
に
入
る
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
平
均
余
命
を
あ
て
は
め
て
計

算
す
る
と
約
三
千
六
百
万
円
必
要
に

な
り
ま
す
。
物
価
の
上
昇
を
考
え
る

と
そ
れ
以
上
の
額
に
な
り
ま
す
。
こ

の
額
は
、
普
通
の
人
が
準
備
す
る
に

は
大
変
難
か
し
い
額
で
、
国
民
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
に
よ
る
支
え
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
者
に
は
こ
ん
な
特
典
が

保
険
料
は
所
得
控
除

　
五
十
六
年
中
に
納
め
た
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
扱
い
を
受
け
、

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

住
宅
資
金
が
借
り
ら
れ
ま
す

　
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
に

は
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
と
あ
わ

せ
て
資
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
細
は
市
内
の
銀
行
へ

保
養
セ
ン
タ
ー
料
金
が
割
安
に

　
国
民
年
金
加
入
者
や
そ
の
家
族
の

人
は
、
湯
之
谷
村
「
こ
し
じ
」
の
ほ

か
全
国
三
十
ヵ
所
の
保
養
セ
ン
タ
ー

を
低
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

付
加
年
金
に
加
入
す
る
と

　
一
カ
月
四
百
円
多
く
納
め
て
い
た

だ
く
付
加
年
金
に
加
入
し
て
、
年
金

額
を
ふ
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の

　
　
　
　
老
齢
給
付
は

保
険
に
も
加
入
）
で
は
、
夫
婦
で
月

額
十
二
万
六
百
六
十
六
円
と
な
っ
て

お
り
、
老
後
の
生
活
に
大
き
な
保
障

を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
物

価
が
上
昇
し
て
も
年
金
額
が
ス
ラ
イ

ド
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年

も
七
・
六
％
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

繰
り
上
げ
請
求
は

　
　
　
　
よ
く
考
え
て

国
民
年
金
の
老
齢
、
通
算
老
齢
年

金
の
支
給
開
始
年
齢
は
六
十
五
歳
で

す
が
、
六
十
歳
か
ら
繰
り
上
げ
て
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し

六
十
歳
で
請
求
す
る
と
年
金
額
は
五

十
八
％
と
約
半
分
に
な
り
、
し
か
も

一
度
請
求
し
た
も
の
は
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
ず
、
一
生
減
額
さ
れ
た
年

金
と
な
り
ま
す
。

　
老
後
は
長
く
年
を
と
る
に
つ
れ
て

収
入
は
得
が
た
く
な
り
、
健
康
も
す

ぐ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
し

た
生
活
設
計
を
立
て
、
悔
い
の
な
い

よ
う
に
請
求
し
た
い
も
の
で
す
。

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
自
営
業

者
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど

定
年
の
な
い
人
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
六
十
五
歳
以
降
必

要
と
さ
れ
る
生
活
費
を
基
に
給
付
額

と
支
給
開
始
年
齢
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
給
付
さ
れ
る
年
金
は
、
納
付
期
間

が
二
十
五
年
で
付
加
保
険
に
も
加
入

の
場
合
、
夫
婦
で
月
額
十
万
五
千
五

十
円
。
納
付
期
間
が
三
十
年
（
付
加

讐、脚

20歳です　成人です　国民年金です

繰り上げ請求の減額率

希望する年齢 減額率

60歳以上61歳未満 42％

61歳以上62歳未満 35％

62歳以上63歳未満 28％

63歳以上64歳未満 20％

64歳以上65歳未満 11％
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国
民
年
金
の
加
入
者
に
は
、
本
人

の
意
志
に
関
係
な
く
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
と
、
本
人
の
希
望
に

よ
っ
て
加
入
で
き
る
人
が
あ
り
ま
す
。

　
か
な
ら
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
に
は
、
商
業
な
ど
の
自
営
業

の
人
と
か
農
業
を
営
む
人
、
お
よ
び

そ
の
家
族
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
な
ど
は
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
加
入
の

年
齢
は
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
で
す
。

　
年
金
制
度
は

　
　
　
　
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ

我
が
国
に
は
八
つ
の
公
的
年
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
の
ほ
か

会
社
な
ど
に
勤
務
す
る
人
の
厚
生
年

金
、
公
務
員
な
ど
の
各
種
共
済
組
合

に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制

度
に
定
め
ら
れ
た
納
付
条
件
を
満
た

さ
な
い
と
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
職
業
を
か
え
て
、
い
く
つ

か
の
年
金
制
度
に
加
入
し
た
場
合
に

は
納
付
条
件
に
達
し
な
い
場
合
が
生

じ
ま
す
。
そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

を
足
し
て
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
た

せ
ば
通
算
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
（
国
民
年
金
を
含
む
場
合
二
十
五

年
。
含
ま
な
い
場
合
は
二
十
年
で
す
）

　
　
国
民
年
金
に
は

　
　
　
　
　
　
何
年
加
入

　
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
最
低

二
十
五
年
納
め
る
か
、
他
の
年
金
制

度
と
通
算
し
て
二
十
五
年
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
二
十
歳
か
ら
加
入
し

た
人
は
四
十
年
間
も
あ
り
遠
い
先
の

こ
と
で
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
我
が
国
に

は
高
齢
化
の
波
が
お
し
寄
せ
て
お
り

昭
和
九
十
年
に
は
三
人
で
一
人
を
養

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
や
っ

て
き
ま
す
。
（
現
在
は
七
人
で
一
人
）
．

今
か
ら
着
実
に
年
金
を
積
み
立
て
、

将
来
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

年
金
財
政
へ
の

　
　
　
　
　
ご
理
解
を

国
民
年
金
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維

持
す
る
た
め
に
は
、
八
千
円
程
度
の

保
険
料
が
必
要
で
す
。
現
在
は
四
千

五
百
円
と
約
半
分
で
す
が
、
こ
れ
は

高
額
の
国
庫
負
担
が
あ
る
こ
と
と
、

加
入
者
の
負
担
が
急
激
に
増
え
な
い

よ
う
に
段
階
的
に
引
き
上
げ
を
し
て

い
る
た
め
で
す
。
　
「
少
な
い
負
担
で

多
く
の
年
金
」
を
誰
も
が
望
む
の
は

当
然
で
す
が
、
将
来
は
、
三
人
で
一

人
を
養
う
時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。

安
定
し
た
年
金
制
度
を
確
立
す
る
た

め
に
は
、
国
も
私
た
ち
も
応
分
の
負

担
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
れ
を
お
こ

た
る
と
ツ
ケ
は
後
代
の
人
の
負
担
と

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
限
度
が
あ

り
ま
す
。
若
い
世
代
が
高
齢
者
を
い

た
わ
り
、
自
分
た
ち
も
次
の
世
代
に

期
待
す
る
と
い
う
世
代
相
互
間
の
信

頼
が
年
金
制
度
を
支
え
て
い
ま
す
。

給付の種類 給　　付　　の　　条　　件

老　齢　年　金

保険料を25年以上（免除期間を含む）納めた人が65歳になっ

たときに支給。（25年加人→月額45，275円）

＊昭和5年4月1日以前に生まれた人は生年月日に応じて25

　年の資格期間が10年～24年に短縮。

＊10年年金、5年年金一明治44年4月1日以前に生まれて10

　年年金または5年年金に加入した人は、保険料を10年間ま

　たは5年間納めれば支給。（10年年金→月額28，625円、5年

　年金→月額24，367円）

通算老齢年金

加人期間が1年以上あり、老齢年金の資格期間を満たしてい

ない人が、①他の年金制度の加入期間と合わせて25年（昭和

5年4月1日以前に生まれた人には資格期間を短縮して支給

される特例がある）あるか、②他の制度から老齢（退職）年

金をもド）える場合に、65歳から支給。

障　害　年　金

最近の1年間は保険料を納めている人などが障害者になるか

病気・けがが初診目から1年6カ月たってもなおらないとき
に支給。（1級月額56，325円、2級月額45，058円）

母　子　年　金

準母子年金
遺　児　年　金

上記のような納付要件を満たしている場合で、母子・準母子

または遺児の状態にな一・たとき支給。（月額45，058円、外に母子

加算、子の加算あり）

寡　婦　年　金
老齢年金をうける条件を満たした夫が死亡した場合に、妻に

60歳～65歳び）間支給。

死亡一時金
保険料を納めた期間が3年以Lある人が、年金をもらわない

で死亡したときに支給。23，000円から36，000円

老齢福祉年金

明治44年4月1日以前に生まれた人、または同年4月2口か
ら大正5年4月1日までに生まれ、保険料納付期間が1年末

満で、納付期間と免除期間を合わせて4年1月～7年1月以
上ある人に70歳（障害の人は65歳〉から支給。（月額24，000円

所得制限あり）

障害福祉年金

20歳前または昭和36年4月前の病気・けがで障害の状態にな

った人、障害にな’・た日び）直前まで国民年金の保険料に滞納

がない人などに支給。（1級月額36，000円、2級月額24，000円一

所得制限あり）

母子福祉年金

準母子福祉年金

夫等が死亡した日の直前まで国民年金の保険料の滞納がない

など、一定の条件があって、母子または準母子の状態になっ

たときに支給。（月額31，200円、子の加算と所得制限あり）

労
働
力
は
優
秀
で
素
直

　
　
　
　
　
で
も
覇
気
が
な
い
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
1
進
出
企
業
と
の
懇
談
会
で
ー

　
市
で
は
、
繊
維
産
業
の
不
況
の
中

で
、
雇
用
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
積

極
的
に
企
業
誘
致
に
つ
と
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
十

四
社
が
十
日
町
に
進
出
し
、
男
子
で

百
九
十
人
、
女
子
で
四
百
人
の
雇
用

が
創
出
さ
れ
、
進
出
企
業
で
働
い
て

い
ま
す
。

　
進
出
企
業
に
十
日
町
市
に
定
着
し

て
も
ら
い
、
企
業
拡
大
を
図
っ
て
も

ら
う
た
め
、
九
日
、
市
長
と
進
出
企

業
の
社
長
な
ど
関
係
者
と
の
懇
談
会

を
開
き
、
意
見
の
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
進
出
企
業
か
ら
は
、

「
十
日
町
の
労
働
力
は
非
常
に
優
秀

で
素
直
だ
」
　
「
織
物
で
き
た
え
ら
れ

て
き
た
せ
い
か
手
の
使
い
方
が
非
常

に
う
ま
い
」
　
「
非
常
に
ま
じ
め
だ
し

定
着
率
も
高
い
」
　
「
今
年
の
豪
雪
を

乗
り
越
え
ら
れ
た
の
で
、
平
年
な
ら

十
分
や
っ
て
ゆ
け
る
」
と
い
う
進
出

上
の
メ
リ
ッ
ト
が
述
べ
ら
れ
た
反
面
、

「
進
出
し
て
十
年
近
く
に
な
る
が
、

だ
ん
だ
ん
魅
力
が
な
く
な
っ
て
き
た
、

企
業
拡
大
を
考
え
て
も
地
価
が
高
す

ぎ
て
と
っ
て
も
や
れ
な
い
」
　
「
素
直

で
よ
く
働
い
て
も
ら
え
る
が
、
そ
れ

以
上
の
覇
気
が
な
い
。
本
社
で
研
修

さ
せ
て
将
来
の
幹
部
社
員
に
養
成
し

た
い
の
だ
が
、
地
元
を
離
れ
る
の
が

イ
ヤ
で
乗
っ
て
こ
な
い
」
　
「
採
用
の

面
接
の
時
、
十
日
町
で
は
父
兄
同
伴

で
く
る
。
そ
し
て
母
親
の
ほ
う
が
意

見
が
多
い
。
社
会
人
に
な
る
第
一
歩

か
ら
こ
れ
で
は
本
人
の
た
め
に
も
困

る
の
で
は
な
い
か
」
　
「
学
校
行
事
の

関
係
で
一
斉
に
休
ま
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
五
人
か
ら
六
人
休
ま
れ
る
と
ラ

イ
ン
が
と
ま
っ
て
仕
事
が
で
き
な
く

な
る
」
　
「
十
日
町
は
物
価
が
非
常
に

高
い
。
急
ぎ
の
も
の
以
外
地
元
か
ら

は
買
わ
な
い
」
と
い
っ
た
不
満
や
改

善
点
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
「
進
出
し
て
三
年
間
ぐ
ら

い
事
業
が
定
着
す
る
ま
で
資
金
援
助

を
」
「
バ
ス
の
接
続
時
間
を
考
え
て
」

「
大
卒
な
ど
の
ユ
ー
タ
ー
ン
組
を
採

用
し
て
、
社
の
将
来
の
幹
部
に
し
た

い
。
職
業
安
定
所
か
ら
も
紹
介
を
」

　
「
道
路
整
備
や
駐
車
場
の
確
保
を
」

と
い
っ
た
要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
懇
談
会
を
開
き

行
政
と
の
意
志
そ
通
を
は
か
る
．
一
と

に
し
て
い
ま
す
。
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長
く
生
き
る
こ
と
は
誰
し
も
が
願
う
二
と
で
す
。
社
会
全
体
も
高
齢
化

社
会
に
向
っ
て
速
度
を
早
め
て
い
ま
す
．
そ
こ
で
待
ち
う
け
て
い
る
の
が

　
老
後
の
生
活
。
と
り
わ
け
生
活
費
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
老
後
を
真

　
近
に
さ
れ
た
人
は
な
お
さ
ら
、
今
若
い
人
に
も
確
実
に
や
っ
て
く
る
老
後

　
は
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
す
。
そ
こ
で
、
老
後
の
生
活
と
大

　
き
く
か
か
わ
る
国
民
年
金
を
、
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
発
展
さ
せ
維
持
し

◆
て
い
く
た
め
に
・
制
度
の
し
く
み
や
負
担
に
つ
い
て
ξ
み
ま
し
ょ
蕊

一
歩
一
歩
進
む

　
　
　
高
齢
化
社
会

　
我
が
国
の
平
均
寿
命
は
年
々
伸
び

世
界
で
も
有
数
の
長
寿
国
と
な
り
ま

し
た
。
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
千

万
人
の
大
台
を
こ
え
、
総
人
口
の
九
・

三
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
八
十

年
に
は
二
千
万
人
を
こ
え
、
人
口
に

占
め
る
割
合
も
十
五
％
を
こ
え
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
、

四
月
一
目
現
在
で
五
千
七
百
七
十
五

人
で
、
人
口
比
十
一
・
六
％
で
す
。

　
現
在
の
お
年
寄
り
は
平
均
四
、
五

人
の
子
供
が
お
り
、
同
居
率
も
七
十

％
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
出

生
率
も
年
々
下
が
り
、
平
均
一
・
八

人
し
か
子
供
を
生
み
ま
せ
ん
。
扶
養

意
識
も
徐
々
に
変
り
、
同
居
も
む
ず

か
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
事
実
、

老
人
だ
け
の
世
帯
も
十
年
前
と
く
ら

べ
二
倍
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
六
月
に
市
で
実
施
し
た
「
国

民
年
金
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
で
も
、

老
後
は
一
、
子
供
に
扶
養
し
て
も
ら
う
」

と
答
え
た
人
は
八
％
と
す
く
な
く
、

大
部
分
の
人
が
老
後
も
働
き
、
公
的

年
金
や
貯
蓄
で
生
活
す
る
と
考
え
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

老
後
に
必
要
な

　
生
活
費
は

　
年
を
と
る
に
つ
れ
て
身
体
の
自
由

は
き
か
な
く
な
り
、
健
康
も
そ
こ
な

わ
れ
、
仕
事
も
制
約
さ
れ
て
き
ま
す
。

　
老
後
の
生
活
費
は
、
夫
婦
で
月
に

十
五
万
円
く
ら
い
必
要
と
さ
れ
て
お

り
、
夫
六
十
五
歳
、
妻
六
十
歳
か
ら

老
後
の
生
活
に
入
る
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
平
均
余
命
を
あ
て
は
め
て
計

算
す
る
と
約
三
千
六
百
万
円
必
要
に

な
り
ま
す
。
物
価
の
上
昇
を
考
え
る

と
そ
れ
以
上
の
額
に
な
り
ま
す
。
こ

の
額
は
、
普
通
の
人
が
準
備
す
る
に

は
大
変
難
か
し
い
額
で
、
国
民
年
金

な
ど
の
公
的
年
金
に
よ
る
支
え
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
者
に
は
こ
ん
な
特
典
が

保
険
料
は
所
得
控
除

　
五
十
六
年
中
に
納
め
た
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
扱
い
を
受
け
、

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

住
宅
資
金
が
借
り
ら
れ
ま
す

　
保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
に

は
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
と
あ
わ

せ
て
資
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
細
は
市
内
の
銀
行
へ

保
養
セ
ン
タ
ー
料
金
が
割
安
に

　
国
民
年
金
加
入
者
や
そ
の
家
族
の

人
は
、
湯
之
谷
村
「
こ
し
じ
」
の
ほ

か
全
国
三
十
ヵ
所
の
保
養
セ
ン
タ
ー

を
低
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

付
加
年
金
に
加
入
す
る
と

　
一
カ
月
四
百
円
多
く
納
め
て
い
た

だ
く
付
加
年
金
に
加
入
し
て
、
年
金

額
を
ふ
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の

　
　
　
　
老
齢
給
付
は

保
険
に
も
加
入
）
で
は
、
夫
婦
で
月

額
十
二
万
六
百
六
十
六
円
と
な
っ
て

お
り
、
老
後
の
生
活
に
大
き
な
保
障

を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
物

価
が
上
昇
し
て
も
年
金
額
が
ス
ラ
イ

ド
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年

も
七
・
六
％
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

繰
り
上
げ
請
求
は

　
　
　
　
よ
く
考
え
て

国
民
年
金
の
老
齢
、
通
算
老
齢
年

金
の
支
給
開
始
年
齢
は
六
十
五
歳
で

す
が
、
六
十
歳
か
ら
繰
り
上
げ
て
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し

六
十
歳
で
請
求
す
る
と
年
金
額
は
五

十
八
％
と
約
半
分
に
な
り
、
し
か
も

一
度
請
求
し
た
も
の
は
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
ず
、
一
生
減
額
さ
れ
た
年

金
と
な
り
ま
す
。

　
老
後
は
長
く
年
を
と
る
に
つ
れ
て

収
入
は
得
が
た
く
な
り
、
健
康
も
す

ぐ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
し

た
生
活
設
計
を
立
て
、
悔
い
の
な
い

よ
う
に
請
求
し
た
い
も
の
で
す
。

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
自
営
業

者
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
な
ど

定
年
の
な
い
人
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
六
十
五
歳
以
降
必

要
と
さ
れ
る
生
活
費
を
基
に
給
付
額

と
支
給
開
始
年
齢
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
給
付
さ
れ
る
年
金
は
、
納
付
期
間

が
二
十
五
年
で
付
加
保
険
に
も
加
入

の
場
合
、
夫
婦
で
月
額
十
万
五
千
五

十
円
。
納
付
期
間
が
三
十
年
（
付
加

讐、脚

20歳です　成人です　国民年金です

繰り上げ請求の減額率

希望する年齢 減額率

60歳以上61歳未満 42％

61歳以上62歳未満 35％

62歳以上63歳未満 28％

63歳以上64歳未満 20％

64歳以上65歳未満 11％
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国
民
年
金
の
加
入
者
に
は
、
本
人

の
意
志
に
関
係
な
く
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
と
、
本
人
の
希
望
に

よ
っ
て
加
入
で
き
る
人
が
あ
り
ま
す
。

　
か
な
ら
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
に
は
、
商
業
な
ど
の
自
営
業

の
人
と
か
農
業
を
営
む
人
、
お
よ
び

そ
の
家
族
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
な
ど
は
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
加
入
の

年
齢
は
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
で
す
。

　
年
金
制
度
は

　
　
　
　
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ

我
が
国
に
は
八
つ
の
公
的
年
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
の
ほ
か

会
社
な
ど
に
勤
務
す
る
人
の
厚
生
年

金
、
公
務
員
な
ど
の
各
種
共
済
組
合

に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制

度
に
定
め
ら
れ
た
納
付
条
件
を
満
た

さ
な
い
と
年
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
職
業
を
か
え
て
、
い
く
つ

か
の
年
金
制
度
に
加
入
し
た
場
合
に

は
納
付
条
件
に
達
し
な
い
場
合
が
生

じ
ま
す
。
そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間

を
足
し
て
定
め
ら
れ
た
条
件
を
満
た

せ
ば
通
算
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
（
国
民
年
金
を
含
む
場
合
二
十
五

年
。
含
ま
な
い
場
合
は
二
十
年
で
す
）

　
　
国
民
年
金
に
は

　
　
　
　
　
　
何
年
加
入

　
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
最
低

二
十
五
年
納
め
る
か
、
他
の
年
金
制

度
と
通
算
し
て
二
十
五
年
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
二
十
歳
か
ら
加
入
し

た
人
は
四
十
年
間
も
あ
り
遠
い
先
の

こ
と
で
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
我
が
国
に

は
高
齢
化
の
波
が
お
し
寄
せ
て
お
り

昭
和
九
十
年
に
は
三
人
で
一
人
を
養

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
や
っ

て
き
ま
す
。
（
現
在
は
七
人
で
一
人
）
．

今
か
ら
着
実
に
年
金
を
積
み
立
て
、

将
来
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

年
金
財
政
へ
の

　
　
　
　
　
ご
理
解
を

国
民
年
金
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維

持
す
る
た
め
に
は
、
八
千
円
程
度
の

保
険
料
が
必
要
で
す
。
現
在
は
四
千

五
百
円
と
約
半
分
で
す
が
、
こ
れ
は

高
額
の
国
庫
負
担
が
あ
る
こ
と
と
、

加
入
者
の
負
担
が
急
激
に
増
え
な
い

よ
う
に
段
階
的
に
引
き
上
げ
を
し
て

い
る
た
め
で
す
。
　
「
少
な
い
負
担
で

多
く
の
年
金
」
を
誰
も
が
望
む
の
は

当
然
で
す
が
、
将
来
は
、
三
人
で
一

人
を
養
う
時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。

安
定
し
た
年
金
制
度
を
確
立
す
る
た

め
に
は
、
国
も
私
た
ち
も
応
分
の
負

担
を
必
要
と
し
ま
す
。
こ
れ
を
お
こ

た
る
と
ツ
ケ
は
後
代
の
人
の
負
担
と

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
限
度
が
あ

り
ま
す
。
若
い
世
代
が
高
齢
者
を
い

た
わ
り
、
自
分
た
ち
も
次
の
世
代
に

期
待
す
る
と
い
う
世
代
相
互
間
の
信

頼
が
年
金
制
度
を
支
え
て
い
ま
す
。

給付の種類 給　　付　　の　　条　　件

老　齢　年　金

保険料を25年以上（免除期間を含む）納めた人が65歳になっ

たときに支給。（25年加人→月額45，275円）

＊昭和5年4月1日以前に生まれた人は生年月日に応じて25

　年の資格期間が10年～24年に短縮。

＊10年年金、5年年金一明治44年4月1日以前に生まれて10

　年年金または5年年金に加入した人は、保険料を10年間ま

　たは5年間納めれば支給。（10年年金→月額28，625円、5年

　年金→月額24，367円）

通算老齢年金

加人期間が1年以上あり、老齢年金の資格期間を満たしてい

ない人が、①他の年金制度の加入期間と合わせて25年（昭和

5年4月1日以前に生まれた人には資格期間を短縮して支給

される特例がある）あるか、②他の制度から老齢（退職）年

金をもド）える場合に、65歳から支給。

障　害　年　金

最近の1年間は保険料を納めている人などが障害者になるか

病気・けがが初診目から1年6カ月たってもなおらないとき
に支給。（1級月額56，325円、2級月額45，058円）

母　子　年　金

準母子年金
遺　児　年　金

上記のような納付要件を満たしている場合で、母子・準母子

または遺児の状態にな一・たとき支給。（月額45，058円、外に母子

加算、子の加算あり）

寡　婦　年　金
老齢年金をうける条件を満たした夫が死亡した場合に、妻に

60歳～65歳び）間支給。

死亡一時金
保険料を納めた期間が3年以Lある人が、年金をもらわない

で死亡したときに支給。23，000円から36，000円

老齢福祉年金

明治44年4月1日以前に生まれた人、または同年4月2口か
ら大正5年4月1日までに生まれ、保険料納付期間が1年末

満で、納付期間と免除期間を合わせて4年1月～7年1月以
上ある人に70歳（障害の人は65歳〉から支給。（月額24，000円

所得制限あり）

障害福祉年金

20歳前または昭和36年4月前の病気・けがで障害の状態にな

った人、障害にな’・た日び）直前まで国民年金の保険料に滞納

がない人などに支給。（1級月額36，000円、2級月額24，000円一

所得制限あり）

母子福祉年金

準母子福祉年金

夫等が死亡した日の直前まで国民年金の保険料の滞納がない

など、一定の条件があって、母子または準母子の状態になっ

たときに支給。（月額31，200円、子の加算と所得制限あり）

労
働
力
は
優
秀
で
素
直

　
　
　
　
　
で
も
覇
気
が
な
い
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
1
進
出
企
業
と
の
懇
談
会
で
ー

　
市
で
は
、
繊
維
産
業
の
不
況
の
中

で
、
雇
用
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
積

極
的
に
企
業
誘
致
に
つ
と
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
十

四
社
が
十
日
町
に
進
出
し
、
男
子
で

百
九
十
人
、
女
子
で
四
百
人
の
雇
用

が
創
出
さ
れ
、
進
出
企
業
で
働
い
て

い
ま
す
。

　
進
出
企
業
に
十
日
町
市
に
定
着
し

て
も
ら
い
、
企
業
拡
大
を
図
っ
て
も

ら
う
た
め
、
九
日
、
市
長
と
進
出
企

業
の
社
長
な
ど
関
係
者
と
の
懇
談
会

を
開
き
、
意
見
の
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
進
出
企
業
か
ら
は
、

「
十
日
町
の
労
働
力
は
非
常
に
優
秀

で
素
直
だ
」
　
「
織
物
で
き
た
え
ら
れ

て
き
た
せ
い
か
手
の
使
い
方
が
非
常

に
う
ま
い
」
　
「
非
常
に
ま
じ
め
だ
し

定
着
率
も
高
い
」
　
「
今
年
の
豪
雪
を

乗
り
越
え
ら
れ
た
の
で
、
平
年
な
ら

十
分
や
っ
て
ゆ
け
る
」
と
い
う
進
出

上
の
メ
リ
ッ
ト
が
述
べ
ら
れ
た
反
面
、

「
進
出
し
て
十
年
近
く
に
な
る
が
、

だ
ん
だ
ん
魅
力
が
な
く
な
っ
て
き
た
、

企
業
拡
大
を
考
え
て
も
地
価
が
高
す

ぎ
て
と
っ
て
も
や
れ
な
い
」
　
「
素
直

で
よ
く
働
い
て
も
ら
え
る
が
、
そ
れ

以
上
の
覇
気
が
な
い
。
本
社
で
研
修

さ
せ
て
将
来
の
幹
部
社
員
に
養
成
し

た
い
の
だ
が
、
地
元
を
離
れ
る
の
が

イ
ヤ
で
乗
っ
て
こ
な
い
」
　
「
採
用
の

面
接
の
時
、
十
日
町
で
は
父
兄
同
伴

で
く
る
。
そ
し
て
母
親
の
ほ
う
が
意

見
が
多
い
。
社
会
人
に
な
る
第
一
歩

か
ら
こ
れ
で
は
本
人
の
た
め
に
も
困

る
の
で
は
な
い
か
」
　
「
学
校
行
事
の

関
係
で
一
斉
に
休
ま
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
五
人
か
ら
六
人
休
ま
れ
る
と
ラ

イ
ン
が
と
ま
っ
て
仕
事
が
で
き
な
く

な
る
」
　
「
十
日
町
は
物
価
が
非
常
に

高
い
。
急
ぎ
の
も
の
以
外
地
元
か
ら

は
買
わ
な
い
」
と
い
っ
た
不
満
や
改

善
点
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
「
進
出
し
て
三
年
間
ぐ
ら

い
事
業
が
定
着
す
る
ま
で
資
金
援
助

を
」
「
バ
ス
の
接
続
時
間
を
考
え
て
」

「
大
卒
な
ど
の
ユ
ー
タ
ー
ン
組
を
採

用
し
て
、
社
の
将
来
の
幹
部
に
し
た

い
。
職
業
安
定
所
か
ら
も
紹
介
を
」

　
「
道
路
整
備
や
駐
車
場
の
確
保
を
」

と
い
っ
た
要
望
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
も
懇
談
会
を
開
き

行
政
と
の
意
志
そ
通
を
は
か
る
．
一
と

に
し
て
い
ま
す
。
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猛
覆
響
璽
、

障
害
年
金

　
人
生
は
長
く
喜
び
も
悲
し
み
も
あ

り
ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

支
え
に
な
る
も
の
の
一
つ
に
障
害
年

金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入

中
の
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
り
障
害
者
に

な
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
支

給
額
は
症
状
に
よ
り
、
月
額
で
一
級

五
万
六
千
三
百
二
十
五
円
。
二
級
四

万
五
千
五
十
八
円
で
す
。
受
け
る
た

め
に
は
次
の
よ
う
な
要
件
を
満
た
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

保
険
料
納
付
等
の
要
件

　
病
気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て
初
め
て
診

療
を
受
け
た
日
（
初
診
日
）
の
前
日

に
保
険
料
を
納
付
し
た
り
免
除
を
受

け
た
状
況
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
。

一
、
最
近
の
一
年
間
に
、
保
険
料
を

す
べ
て
納
め
て
あ
る
こ
と
。

二
、
最
近
の
三
年
間
は
保
険
料
を
納

め
て
い
る
か
、
免
除
を
受
け
て
い
る

こ
と
。

三
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
、
十

五
年
以
上
あ
る
こ
と
な
ど
。

障
害
に
つ
い
て
の
要
件

　
初
診
日
か
ら
一
年
六
ヵ
月
を
経
過

し
た
日
（
そ
の
前
に
症
状
が
固
定
し

た
時
は
そ
の
日
）
に
、
法
律
で
定
め

て
あ
る
一
級
か
二
級
の
障
害
の
状
態

に
該
当
し
て
い
る
か
、
そ
の
後
六
十

　
　
　
　
◆
障
害
福

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
と
国
庫

負
担
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
る
拠
出
制

年
金
と
、
全
額
国
の
負
担
で
支
給
さ

れ
る
福
祉
年
金
と
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
福
祉
年
金
は
、
拠
出
制
の
障

害
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
障
害
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
一
、
初
診
の
日
に
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
て
、
初
診
の
前
日
ま
で
保
険

料
の
滞
納
が
な
い
か
、
保
険
料
免
除

期
間
を
除
い
た
五
年
以
上
の
加
入
期

o
¢
¢
o
o
¢
麺
o
o
o
壼
塵
o
亘
¢
o
o
o
壼
¢
壼
¢
登
¢
亘
o

任意加入しませんか
　　　　　～カラ期間の明と暗～

ぶ慧浪奪金を受けるためには、保険料を決め

磁醐鋤めること秘妻ですが・サヲリ

ーぐシの夷さんには、ご主人の厚生年金など

へ蒲入した期問が奥さん自身の期間にできる

fカラ期閥jという鋼度があります。

、、；のカラ期間を利用して、結繕前にかけた

厚生年金や国民年金を将来うけられる有利な

制度でずが、それだけでは老後の生活を支え

る紋入どしては少なく、ケガや病気で鎌害者

になっても年金はうけられず、ご主人に先だ

たれ母子家庭になっでも遺族年金だけです。

　カヲ朔問だけの木が灘齢で離婚した時には、

1
奪
んや年金もうけられ膿薗っでしまいます。

もし国民年金に和入して“ればこのような不

測の鵜に対しても、障害年金、母子年金、

漂供だけがとり残された場合には遺児年金が

支給さ轟るなど厚い保障が用意されていま嵐

、また考後にぱ自分自身の年金を準備ナること、

鳶鰹戯
3葱内縞は任意加入している人が2，770人お

り・与斑象暫諺約釦％の人が加入していまず。

　来加入のあ塗たも茄入，しませんか。

五
歳
ま
で
の
間
に
該
当
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
お
お
む
ね
一
級
は
「
日
常

生
活
が
他
人
の
助
け
を
か
り
な
い
と

で
き
な
い
ほ
ど
の
障
害
の
状
態
」
で
、

二
級
は
「
日
常
の
生
活
も
か
な
り
む

ず
か
し
く
、
時
に
は
、
他
人
の
助
け

が
必
要
な
ほ
ど
の
障
害
の
状
態
」
に

あ
る
場
合
で
す
。

祉
年
金

間
の
う
ち
、
三
分
の
二
以
上
が
保
険

料
納
付
済
期
間
で
あ
る
人
。

二
、
二
十
歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
者
と
な
っ
た
人
。

三
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以
前

の
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
た

人
。四
、
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前

生
ま
れ
で
、
七
十
歳
前
に
障
害
者
に

な
っ
た
人
。

五
、
老
齢
福
祉
年
金
を
も
ら
え
る
だ

け
の
期
間
が
あ
り
、
七
十
歳
前
に
障

害
者
に
な
っ
た
人
。

　
障
害
の
程
度
及
び
支
給
額

　
障
害
の
程
度
は
、
前
記
の
拠
出
制

の
障
害
年
金
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

　
支
給
額
は
、
月
額
で
一
級
三
万
六

千
円
。
二
級
二
万
四
千
円
で
す
。

　
な
お
、
障
害
福
祉
年
金
は
、
全
額

国
庫
負
担
の
た
め
、
所
得
の
制
限
や

他
の
公
的
年
金
と
の
併
給
制
限
が
あ

り
ま
す
。外

国
人
の
か
た
も

国
民
年
金
の
対
象
に

ー
五
十
七
年
一
月
か
ら
ー

（
詳
細
は
十
一
月
十
日
付
市
報
を
）

加
入
手
続
き

　
国
民
年
金
の
加
入
は
二
十
歳
か
ら

で
す
。
手
続
き
に
は
、
印
鑑
を
持
参

し
て
、
他
の
年
金
制
度
を
や
め
て
加

入
す
る
人
は
、
年
金
手
帳
も
持
参
し

て
市
民
生
活
課
で
加
入
し
て
く
だ
さ

い
。

加
入
し
て
か
ら
の
届
け
は

●
市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き
…
…
年

金
手
帳
と
印
鑑
　
●
他
の
公
的
年
金

に
加
入
し
た
と
き
…
…
加
入
先
の
保

険
証
と
年
金
手
帳
及
ぴ
印
鑑
　
●
任

意
加
入
の
人
が
や
め
る
と
き
…
…
年

金
手
帳
　
●
市
外
へ
転
出
し
た
と
き

…
未
納
の
保
険
料
が
あ
っ
た
ら
納

め
て
年
金
手
帳
を
転
出
先
の
市
町
村

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
届
け
出
は
、
早
目
に

市
民
生
活
課
年
金
係
へ
。

出
稼
ぎ
さ
れ
る
か
た
は

　
　
　
　
次
の
届
け
出
を

　
国
民
年
金
の
加
入
者
で
出
稼
ぎ
に

行
か
れ
る
か
た
は
、
市
民
生
活
課
年
金

係
の
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
勤

務
期
間
証
明
用
紙
を
二
枚
さ
し
あ
げ

ま
す
。
一
枚
は
出
稼
ぎ
先
の
会
社
で

加
入
し
た
厚
生
年
金
の
記
号
番
号
を

記
入
し
て
、
ご
家
族
を
経
由
し
て
お

届
け
い
た
だ
く
も
の
で
、
も
う
｝
枚

は
、
退
職
す
る
時
に
、
会
社
で
証
明

で

を
も
ら
い
本
入
が
市
民
生
活
課
の
窓

口
へ
持
参
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

保
険
料
の
納
入
と
納
入
困
難

　
な
時
は
免
除
手
続
き
を

　
保
険
料
は
毎
月
町
内
の
年
金
委
員

さ
ん
に
集
金
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
保
険
料
の
納
入
が
困
難
な
時
に

は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
印

鑑
を
持
っ
て
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
免
除
さ
れ
て
も
十
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
当
時
の
保
険
料
で
納
め

ら
れ
る
追
納
制
度
で
回
復
で
き
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
で
も
、
将
来
は
年
金
の

三
分
の
一
を
受
給
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
制
度

　
　
　
の
ご
利
用
を

　
保
険
料
の
一
年
分
前
納
者
は
、
口

座
振
替
も
で
き
ま
す
。
お
申
し
込
み

は
銀
行
、
信
総
、
農
協
の
窓
口
で
随

時
受
付
け
ま
す
。
年
五
分
五
厘
の
割

引
き
が
あ
り
、
振
替
え
は
、
五
十
七

年
四
月
二
十
日
で
す
。

老
齢
・
通
算
老
齢
年
金
を

　
　
受
給
中
の
人
は

　
年
に
一
回
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で

に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
提
出
期
限
の
約
一
ヵ
月
前
に

社
会
保
険
庁
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

住
所
や
金
融
機
関
が
変
わ
っ
た
と
き

は
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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“
よ
く
知
ろ
う

税
の
価
値
と
大
切
さ
”

1
税
に
関
す
る
標
語
・
入
選
作
晶
1

　
国
税
庁
が
毎
年
行
っ
て
い
る
「
税

を
知
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
募
集

さ
れ
た
『
税
に
関
す
る
標
語
』
の
入

選
作
品
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
税
金

に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は十日町税務署長から表彰される阿部清美さん（十日町中）

十
日
町
税
務
署
管
内
で
五
十
三
人
（

市
内
四
十
人
V
の
入
選
作
品
が
あ
り

ま
し
た
。

　
関
信
越
国
税
局
長
賞
、
十
日
町
税

務
署
長
賞
を
受
け
た
標
語
と
入
賞
者

は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
（
市
内
分
の
み
）

■
関
信
越
国
税
局
長
賞
ー
佳
作
I

o
よ
く
知
ろ
う
税
の
価
値
と
大
切
さ

（
十
中
三
年
…
阿
部
清
美
）
o
納
税

で
老
後
も
ニ
コ
ニ
コ
あ
な
た
の
生
活

（
中
条
中
三
年
…
岩
田
幸
子
）

■
十
日
町
税
務
署
長
賞
－
優
秀
賞
l

O
十
中
一
年
…
佐
藤
広
美
　
O
中
条

中
三
年
…
太
田
敏
則
　
O
南
中
三
年

…
飯
塚
麻
理
　
o
吉
田
中
一
年
…
金

高
宏
樹
　
o
下
条
中
三
年
…
長
谷
川

祐
子
　
o
水
沢
中
一
年
…
金
沢
登
希

o
水
沢
中
二
年
…
太
田
喜
重

　　　，犠婁　・　　．　　’　　難・　　鑑、、「

蕪饗爆鋤者滋拍鱗藤鷺盤
噸醗縫．沸鰍讐鰹1
鱗辮曝毒遼癖　　細1。3議搬鱒麟

　　蝋　　P（噸讐轍鋭

響璽篇維
戸驚響、鷺顛　瑠鰭糊’
籍
『
、

濤，．、嘩3舜燃

難贈1轡難，
癩納翻確鰍薙轡鱒鵜1ご
．いがあサます。

へ

　
十
二
月
七
日
（
月
）
か
ら
二
月
十

四
日
（
日
）
の
間
、
床
張
り
替
え
工

事
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

連
絡
し
ま
す
。

　
（
十
二
月
三
日
・
四
日
は
克
雪
フ
ェ

ア
の
準
備
、
五
日
・
六
日
は
克
雪
フ

ェ
ア
に
使
用
し
ま
す
の
で
一
般
解
放

は
あ
り
ま
せ
ん
）

家
庭
婦
人
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

十
日
町
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル

ス
選
手
権
大
会
　
　
開
催

日
時
　
十
二
月
六
日
　
午
前
八
時
半

　
　
　
か
ら

会
場
　
十
日
町
中
学
校
体
育
館

競
技
種
目
　
一
、
家
庭
婦
人
の
部
、

二
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、
三
、
ミ
ッ

ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

参
加
料
　
家
庭
婦
人
の
部
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
は
一
組
五
百
円
。
ミ
ッ
ク

ス
ダ
ブ
ル
ス
の
部
は
一
組
七
百
円
。

申
し
込
み
、
間
い
合
せ
は
十
一
月
三

十
日
（
月
）
ま
で
に
市
民
体
育
館
（
a

七
ー
五
二
〇
八
番
）
へ
。

　
県
推
奨
優
良
品
の

　
　
　
　
　
認
定
申
請

　
県
で
は
、
県
産
品
推
奨
制
度
を
設

け
、
県
産
品
の
品
質
の
向
上
と
販
路

の
拡
張
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
推

奨
制
度
に
も
と
づ
く
推
奨
品
認
定
審

査
が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

本
審
査
　
二
月
四
日
（
木
）
…
新
潟

商
工
会
議
所

申
請
期
限
　
十
二
月
十
四
日
（
月
V

申
賄
区
分
　
優
良
品
部
門
（
加
工
食

品
、
繊
維
製
品
、
家
具
装
備
品
、
金

属
製
品
、
雑
貨
）
観
光
み
や
げ
品
部

門
（
観
光
み
や
げ
品
）

　
申
請
用
紙
や
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

て
は
、
商
工
課
（
費
七
－
三
一
一
一

番
内
線
二
六
六
）
へ
。

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
1
1
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ま
　
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

あ
ん
ま
機
〔
た
穿
茎

ヲ
ジ
自
動
了
サ
ー
ジ
量

中
　
古

三
万
円
位

カ
　
ラ
　
　
オ
　
　
ケ

中
　
　
古

一
万
五
千
円

ス
ノ
ー
ス
パ
イ
ク
ラ
ジ
ア
ル

（
鵬
S
R
B
ホ
イ
ル
付
）

〃

三
万
円

十
中
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

（
ス
キ
ー
一
式
）

”

相
談
で

三
輪
バ
イ
ク

（
ダ
イ
ハ
ッ
50
㏄
）

”

六
万
円

フ
ル
フ
ェ
ー
ス
ヘ
ル
メ
y

（
M
サ
イ
ズ
）

”

安
　
く

学
　
　
生
　
　
服

（
B
号
・
1
4
号
）

新
　
　
品

三
千
円

黒
　
カ
　
バ
　
ン

（
ク
ラ
リ
ー
ノ
）

中
　
　
古

三
千
円

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

二
万
円

ブ
ラ
ザ
ー
ゴ
ム
編
機

（
カ
ラ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
V

〃

一
万
円
～

一
万
五
千
円

　
　
　
　
　
人
な
箸
蕪

、
。
、
十
藷

　
　
『
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

雛
東
寒
叢
華
澗
．
、
沖
葎
繕
理
店
に

勤
め
激
今
華
霊
鍔
㌦
長
野
県
栄
村
か
～

ら
、
本
町
三
丁
穏
蕪
木
入
恵
子
さ
ん

の
と
さ
ろ
に
躍
お
ム
コ
さ
ん
”
に
来

た
の
は
幸
治
さ
ん
で
す
。

纏
『
不
景
気
な
ま
ち
だ
と
聞
い
で
来

た
の
で
す
が
、
思
っ
た
よ
り
活
気
の

あ
る
衷
琢
だ
と
感
じ
ま
七
た
。
そ
れ

に
し
て
も
飲
食
店
が
多
い
と
こ
ろ
で

す
ね
」
と
十
日
町
の
印
象
に
つ
い
て

話
し
て
い
ま
す
。

■
蕪
木
さ
ん
の
家
は
、
畜
内
で
も
古

い
歴
史
の
あ
る
そ
ば
屋
さ
ん
。
今
は

β
本
料
理
の
修
業
中
で
す
が
、
そ
れ

で
も
、
東
京
で
学
ん
だ
中
華
料
理
の

う
で
は
｝
流
晶
で
、
、
今
ま
で
の
十
β

町
の
味
と
は
ち
ょ
ρ
と
違
う
…
…
と

職
業
訓
練
生
募
集

　
毒
鰯

、
ん
か

i
十
日
町

　
　
高
等
職
巣
訓
練
校
1

応
寡
資
格
　
高
校
卒
業
者
（
卒
業
予

定
者
含
む
）
か
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
三
十
歳
以
下
の
人
。

募
集
訓
練
科
　
工
芸
織
物
科
、
染
色

騰
蕩
奥
港
謝
誉
め
誤
蓬
菰

臆
『
店
捻
黙
客
さ
ん
の
た
潅
あ
薫

，
め
で
、
良
分
の
考
え
や
夢
ぱ
あ
る
が

勝
手
に
店
お
雰
翻
気
だ
け
は
変
え
爽

ぐ
な
㌧
』
去
む
れ
か
ら
の
店
の
将
来

を
語
る
お
叢
人
縫
寧
よ
く
ケ
ン
カ
も

・
年
も
煎
粧
餐
叢
雛
濾
っ
た
よ
う
な
感

　
じ
の
す
る
カ
ッ
ズ
ル
噂
ず
。
、

■
つ
瀕
、
切
添
⑱
噸
集
、
腰
イ
ス
キ

婁
の
ボ
ト
ル
収
集
な
ど
の
趣
味
を
も

　
っ
導
澄
さ
彪
。
』
ー
．
織
こ
こ
に
来
て
問
も

，
．
な
い
の
で
今
は
ゆ
と
り
カ
あ
ま
り
あ

　
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
趣
味
だ
サ
は

続
け
た
い
』
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
十
β
町
に
、
新
し
い
味
を
作
っ

　
て
く
れ
る
鍵
楼
純
ふ
り
4
さ
ん
で
す
。

工
芸
科
、
デ
ザ
イ
ン
科
、
そ
れ
ぞ
れ

二
十
名
募
集
。

応
募
手
続
　
入
校
願
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
職
業
訓
練
校
か
職
業
安

定
所
へ
（
学
歴
、
年
齢
に
関
係
な
く

応
募
で
き
る
染
色
科
、
織
布
科
の
制

度
も
あ
り
ま
す
）

　
問
い
合
せ
は
、
十
日
町
高
等
職
業

訓
練
校
（
費
七
ー
一
一
〇
五
番
）
へ
。
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猛
覆
響
璽
、

障
害
年
金

　
人
生
は
長
く
喜
び
も
悲
し
み
も
あ

り
ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

支
え
に
な
る
も
の
の
一
つ
に
障
害
年

金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入

中
の
ケ
ガ
や
病
気
に
よ
り
障
害
者
に

な
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
支

給
額
は
症
状
に
よ
り
、
月
額
で
一
級

五
万
六
千
三
百
二
十
五
円
。
二
級
四

万
五
千
五
十
八
円
で
す
。
受
け
る
た

め
に
は
次
の
よ
う
な
要
件
を
満
た
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

保
険
料
納
付
等
の
要
件

　
病
気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て
初
め
て
診

療
を
受
け
た
日
（
初
診
日
）
の
前
日

に
保
険
料
を
納
付
し
た
り
免
除
を
受

け
た
状
況
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
。

一
、
最
近
の
一
年
間
に
、
保
険
料
を

す
べ
て
納
め
て
あ
る
こ
と
。

二
、
最
近
の
三
年
間
は
保
険
料
を
納

め
て
い
る
か
、
免
除
を
受
け
て
い
る

こ
と
。

三
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
、
十

五
年
以
上
あ
る
こ
と
な
ど
。

障
害
に
つ
い
て
の
要
件

　
初
診
日
か
ら
一
年
六
ヵ
月
を
経
過

し
た
日
（
そ
の
前
に
症
状
が
固
定
し

た
時
は
そ
の
日
）
に
、
法
律
で
定
め

て
あ
る
一
級
か
二
級
の
障
害
の
状
態

に
該
当
し
て
い
る
か
、
そ
の
後
六
十

　
　
　
　
◆
障
害
福

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
と
国
庫

負
担
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
る
拠
出
制

年
金
と
、
全
額
国
の
負
担
で
支
給
さ

れ
る
福
祉
年
金
と
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
福
祉
年
金
は
、
拠
出
制
の
障

害
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
障
害
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
一
、
初
診
の
日
に
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
て
、
初
診
の
前
日
ま
で
保
険

料
の
滞
納
が
な
い
か
、
保
険
料
免
除

期
間
を
除
い
た
五
年
以
上
の
加
入
期

o
¢
¢
o
o
¢
麺
o
o
o
壼
塵
o
亘
¢
o
o
o
壼
¢
壼
¢
登
¢
亘
o

任意加入しませんか
　　　　　～カラ期間の明と暗～

ぶ慧浪奪金を受けるためには、保険料を決め

磁醐鋤めること秘妻ですが・サヲリ

ーぐシの夷さんには、ご主人の厚生年金など

へ蒲入した期問が奥さん自身の期間にできる

fカラ期閥jという鋼度があります。

、、；のカラ期間を利用して、結繕前にかけた

厚生年金や国民年金を将来うけられる有利な

制度でずが、それだけでは老後の生活を支え

る紋入どしては少なく、ケガや病気で鎌害者

になっても年金はうけられず、ご主人に先だ

たれ母子家庭になっでも遺族年金だけです。

　カヲ朔問だけの木が灘齢で離婚した時には、

1
奪
んや年金もうけられ膿薗っでしまいます。

もし国民年金に和入して“ればこのような不

測の鵜に対しても、障害年金、母子年金、

漂供だけがとり残された場合には遺児年金が

支給さ轟るなど厚い保障が用意されていま嵐

、また考後にぱ自分自身の年金を準備ナること、

鳶鰹戯
3葱内縞は任意加入している人が2，770人お

り・与斑象暫諺約釦％の人が加入していまず。

　来加入のあ塗たも茄入，しませんか。

五
歳
ま
で
の
間
に
該
当
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
お
お
む
ね
一
級
は
「
日
常

生
活
が
他
人
の
助
け
を
か
り
な
い
と

で
き
な
い
ほ
ど
の
障
害
の
状
態
」
で
、

二
級
は
「
日
常
の
生
活
も
か
な
り
む

ず
か
し
く
、
時
に
は
、
他
人
の
助
け

が
必
要
な
ほ
ど
の
障
害
の
状
態
」
に

あ
る
場
合
で
す
。

祉
年
金

間
の
う
ち
、
三
分
の
二
以
上
が
保
険

料
納
付
済
期
間
で
あ
る
人
。

二
、
二
十
歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
者
と
な
っ
た
人
。

三
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以
前

の
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
た

人
。四
、
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
以
前

生
ま
れ
で
、
七
十
歳
前
に
障
害
者
に

な
っ
た
人
。

五
、
老
齢
福
祉
年
金
を
も
ら
え
る
だ

け
の
期
間
が
あ
り
、
七
十
歳
前
に
障

害
者
に
な
っ
た
人
。

　
障
害
の
程
度
及
び
支
給
額

　
障
害
の
程
度
は
、
前
記
の
拠
出
制

の
障
害
年
金
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

　
支
給
額
は
、
月
額
で
一
級
三
万
六

千
円
。
二
級
二
万
四
千
円
で
す
。

　
な
お
、
障
害
福
祉
年
金
は
、
全
額

国
庫
負
担
の
た
め
、
所
得
の
制
限
や

他
の
公
的
年
金
と
の
併
給
制
限
が
あ

り
ま
す
。外

国
人
の
か
た
も

国
民
年
金
の
対
象
に

ー
五
十
七
年
一
月
か
ら
ー

（
詳
細
は
十
一
月
十
日
付
市
報
を
）

加
入
手
続
き

　
国
民
年
金
の
加
入
は
二
十
歳
か
ら

で
す
。
手
続
き
に
は
、
印
鑑
を
持
参

し
て
、
他
の
年
金
制
度
を
や
め
て
加

入
す
る
人
は
、
年
金
手
帳
も
持
参
し

て
市
民
生
活
課
で
加
入
し
て
く
だ
さ

い
。

加
入
し
て
か
ら
の
届
け
は

●
市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き
…
…
年

金
手
帳
と
印
鑑
　
●
他
の
公
的
年
金

に
加
入
し
た
と
き
…
…
加
入
先
の
保

険
証
と
年
金
手
帳
及
ぴ
印
鑑
　
●
任

意
加
入
の
人
が
や
め
る
と
き
…
…
年

金
手
帳
　
●
市
外
へ
転
出
し
た
と
き

…
未
納
の
保
険
料
が
あ
っ
た
ら
納

め
て
年
金
手
帳
を
転
出
先
の
市
町
村

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
届
け
出
は
、
早
目
に

市
民
生
活
課
年
金
係
へ
。

出
稼
ぎ
さ
れ
る
か
た
は

　
　
　
　
次
の
届
け
出
を

　
国
民
年
金
の
加
入
者
で
出
稼
ぎ
に

行
か
れ
る
か
た
は
、
市
民
生
活
課
年
金

係
の
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
勤

務
期
間
証
明
用
紙
を
二
枚
さ
し
あ
げ

ま
す
。
一
枚
は
出
稼
ぎ
先
の
会
社
で

加
入
し
た
厚
生
年
金
の
記
号
番
号
を

記
入
し
て
、
ご
家
族
を
経
由
し
て
お

届
け
い
た
だ
く
も
の
で
、
も
う
｝
枚

は
、
退
職
す
る
時
に
、
会
社
で
証
明

で

を
も
ら
い
本
入
が
市
民
生
活
課
の
窓

口
へ
持
参
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

保
険
料
の
納
入
と
納
入
困
難

　
な
時
は
免
除
手
続
き
を

　
保
険
料
は
毎
月
町
内
の
年
金
委
員

さ
ん
に
集
金
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
保
険
料
の
納
入
が
困
難
な
時
に

は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
印

鑑
を
持
っ
て
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
免
除
さ
れ
て
も
十
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
当
時
の
保
険
料
で
納
め

ら
れ
る
追
納
制
度
で
回
復
で
き
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
で
も
、
将
来
は
年
金
の

三
分
の
一
を
受
給
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
制
度

　
　
　
の
ご
利
用
を

　
保
険
料
の
一
年
分
前
納
者
は
、
口

座
振
替
も
で
き
ま
す
。
お
申
し
込
み

は
銀
行
、
信
総
、
農
協
の
窓
口
で
随

時
受
付
け
ま
す
。
年
五
分
五
厘
の
割

引
き
が
あ
り
、
振
替
え
は
、
五
十
七

年
四
月
二
十
日
で
す
。

老
齢
・
通
算
老
齢
年
金
を

　
　
受
給
中
の
人
は

　
年
に
一
回
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で

に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
提
出
期
限
の
約
一
ヵ
月
前
に

社
会
保
険
庁
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

住
所
や
金
融
機
関
が
変
わ
っ
た
と
き

は
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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“
よ
く
知
ろ
う

税
の
価
値
と
大
切
さ
”

1
税
に
関
す
る
標
語
・
入
選
作
晶
1

　
国
税
庁
が
毎
年
行
っ
て
い
る
「
税

を
知
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
募
集

さ
れ
た
『
税
に
関
す
る
標
語
』
の
入

選
作
品
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
税
金

に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は十日町税務署長から表彰される阿部清美さん（十日町中）

十
日
町
税
務
署
管
内
で
五
十
三
人
（

市
内
四
十
人
V
の
入
選
作
品
が
あ
り

ま
し
た
。

　
関
信
越
国
税
局
長
賞
、
十
日
町
税

務
署
長
賞
を
受
け
た
標
語
と
入
賞
者

は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
（
市
内
分
の
み
）

■
関
信
越
国
税
局
長
賞
ー
佳
作
I

o
よ
く
知
ろ
う
税
の
価
値
と
大
切
さ

（
十
中
三
年
…
阿
部
清
美
）
o
納
税

で
老
後
も
ニ
コ
ニ
コ
あ
な
た
の
生
活

（
中
条
中
三
年
…
岩
田
幸
子
）

■
十
日
町
税
務
署
長
賞
－
優
秀
賞
l

O
十
中
一
年
…
佐
藤
広
美
　
O
中
条

中
三
年
…
太
田
敏
則
　
O
南
中
三
年

…
飯
塚
麻
理
　
o
吉
田
中
一
年
…
金

高
宏
樹
　
o
下
条
中
三
年
…
長
谷
川

祐
子
　
o
水
沢
中
一
年
…
金
沢
登
希

o
水
沢
中
二
年
…
太
田
喜
重

　　　，犠婁　・　　．　　’　　難・　　鑑、、「

蕪饗爆鋤者滋拍鱗藤鷺盤
噸醗縫．沸鰍讐鰹1
鱗辮曝毒遼癖　　細1。3議搬鱒麟

　　蝋　　P（噸讐轍鋭

響璽篇維
戸驚響、鷺顛　瑠鰭糊’
籍
『
、

濤，．、嘩3舜燃

難贈1轡難，
癩納翻確鰍薙轡鱒鵜1ご
．いがあサます。

へ

　
十
二
月
七
日
（
月
）
か
ら
二
月
十

四
日
（
日
）
の
間
、
床
張
り
替
え
工

事
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

連
絡
し
ま
す
。

　
（
十
二
月
三
日
・
四
日
は
克
雪
フ
ェ

ア
の
準
備
、
五
日
・
六
日
は
克
雪
フ

ェ
ア
に
使
用
し
ま
す
の
で
一
般
解
放

は
あ
り
ま
せ
ん
）

家
庭
婦
人
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

十
日
町
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル

ス
選
手
権
大
会
　
　
開
催

日
時
　
十
二
月
六
日
　
午
前
八
時
半

　
　
　
か
ら

会
場
　
十
日
町
中
学
校
体
育
館

競
技
種
目
　
一
、
家
庭
婦
人
の
部
、

二
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、
三
、
ミ
ッ

ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

参
加
料
　
家
庭
婦
人
の
部
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
部
は
一
組
五
百
円
。
ミ
ッ
ク

ス
ダ
ブ
ル
ス
の
部
は
一
組
七
百
円
。

申
し
込
み
、
間
い
合
せ
は
十
一
月
三

十
日
（
月
）
ま
で
に
市
民
体
育
館
（
a

七
ー
五
二
〇
八
番
）
へ
。

　
県
推
奨
優
良
品
の

　
　
　
　
　
認
定
申
請

　
県
で
は
、
県
産
品
推
奨
制
度
を
設

け
、
県
産
品
の
品
質
の
向
上
と
販
路

の
拡
張
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
推

奨
制
度
に
も
と
づ
く
推
奨
品
認
定
審

査
が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

本
審
査
　
二
月
四
日
（
木
）
…
新
潟

商
工
会
議
所

申
請
期
限
　
十
二
月
十
四
日
（
月
V

申
賄
区
分
　
優
良
品
部
門
（
加
工
食

品
、
繊
維
製
品
、
家
具
装
備
品
、
金

属
製
品
、
雑
貨
）
観
光
み
や
げ
品
部

門
（
観
光
み
や
げ
品
）

　
申
請
用
紙
や
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

て
は
、
商
工
課
（
費
七
－
三
一
一
一

番
内
線
二
六
六
）
へ
。

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
1
1
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ま
　
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

あ
ん
ま
機
〔
た
穿
茎

ヲ
ジ
自
動
了
サ
ー
ジ
量

中
　
古

三
万
円
位

カ
　
ラ
　
　
オ
　
　
ケ

中
　
　
古

一
万
五
千
円

ス
ノ
ー
ス
パ
イ
ク
ラ
ジ
ア
ル

（
鵬
S
R
B
ホ
イ
ル
付
）

〃

三
万
円

十
中
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

（
ス
キ
ー
一
式
）

”

相
談
で

三
輪
バ
イ
ク

（
ダ
イ
ハ
ッ
50
㏄
）

”

六
万
円

フ
ル
フ
ェ
ー
ス
ヘ
ル
メ
y

（
M
サ
イ
ズ
）

”

安
　
く

学
　
　
生
　
　
服

（
B
号
・
1
4
号
）

新
　
　
品

三
千
円

黒
　
カ
　
バ
　
ン

（
ク
ラ
リ
ー
ノ
）

中
　
　
古

三
千
円

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

二
万
円

ブ
ラ
ザ
ー
ゴ
ム
編
機

（
カ
ラ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
V

〃

一
万
円
～

一
万
五
千
円

　
　
　
　
　
人
な
箸
蕪

、
。
、
十
藷

　
　
『
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

雛
東
寒
叢
華
澗
．
、
沖
葎
繕
理
店
に

勤
め
激
今
華
霊
鍔
㌦
長
野
県
栄
村
か
～

ら
、
本
町
三
丁
穏
蕪
木
入
恵
子
さ
ん

の
と
さ
ろ
に
躍
お
ム
コ
さ
ん
”
に
来

た
の
は
幸
治
さ
ん
で
す
。

纏
『
不
景
気
な
ま
ち
だ
と
聞
い
で
来

た
の
で
す
が
、
思
っ
た
よ
り
活
気
の

あ
る
衷
琢
だ
と
感
じ
ま
七
た
。
そ
れ

に
し
て
も
飲
食
店
が
多
い
と
こ
ろ
で

す
ね
」
と
十
日
町
の
印
象
に
つ
い
て

話
し
て
い
ま
す
。

■
蕪
木
さ
ん
の
家
は
、
畜
内
で
も
古

い
歴
史
の
あ
る
そ
ば
屋
さ
ん
。
今
は

β
本
料
理
の
修
業
中
で
す
が
、
そ
れ

で
も
、
東
京
で
学
ん
だ
中
華
料
理
の

う
で
は
｝
流
晶
で
、
、
今
ま
で
の
十
β

町
の
味
と
は
ち
ょ
ρ
と
違
う
…
…
と

職
業
訓
練
生
募
集

　
毒
鰯

、
ん
か

i
十
日
町

　
　
高
等
職
巣
訓
練
校
1

応
寡
資
格
　
高
校
卒
業
者
（
卒
業
予

定
者
含
む
）
か
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
三
十
歳
以
下
の
人
。

募
集
訓
練
科
　
工
芸
織
物
科
、
染
色

騰
蕩
奥
港
謝
誉
め
誤
蓬
菰

臆
『
店
捻
黙
客
さ
ん
の
た
潅
あ
薫

，
め
で
、
良
分
の
考
え
や
夢
ぱ
あ
る
が

勝
手
に
店
お
雰
翻
気
だ
け
は
変
え
爽

ぐ
な
㌧
』
去
む
れ
か
ら
の
店
の
将
来

を
語
る
お
叢
人
縫
寧
よ
く
ケ
ン
カ
も

・
年
も
煎
粧
餐
叢
雛
濾
っ
た
よ
う
な
感

　
じ
の
す
る
カ
ッ
ズ
ル
噂
ず
。
、

■
つ
瀕
、
切
添
⑱
噸
集
、
腰
イ
ス
キ

婁
の
ボ
ト
ル
収
集
な
ど
の
趣
味
を
も

　
っ
導
澄
さ
彪
。
』
ー
．
織
こ
こ
に
来
て
問
も

，
．
な
い
の
で
今
は
ゆ
と
り
カ
あ
ま
り
あ

　
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
趣
味
だ
サ
は

続
け
た
い
』
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
十
β
町
に
、
新
し
い
味
を
作
っ

　
て
く
れ
る
鍵
楼
純
ふ
り
4
さ
ん
で
す
。

工
芸
科
、
デ
ザ
イ
ン
科
、
そ
れ
ぞ
れ

二
十
名
募
集
。

応
募
手
続
　
入
校
願
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
職
業
訓
練
校
か
職
業
安

定
所
へ
（
学
歴
、
年
齢
に
関
係
な
く

応
募
で
き
る
染
色
科
、
織
布
科
の
制

度
も
あ
り
ま
す
）

　
問
い
合
せ
は
、
十
日
町
高
等
職
業

訓
練
校
（
費
七
ー
一
一
〇
五
番
）
へ
。
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市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
昭
和

五
十
七
年
四
月
に
保
育
所
に
入
所
を

希
望
す
る
児
童
の
受
付
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

受
付
期
問
　
十
二
月
一
日
（
火
）
～

十
二
月
十
九
日
（
土
）
ま
で

入
所
資
格
　
市
に
住
民
登
録
し
て
あ

り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
（
原
則
と

し
て
ゼ
ロ
歳
児
は
除
き
ま
す
）

擾
出
書
類
　
①
保
育
所
入
所
申
請
書

（
市
社
会
福
祉
事
務
所
と
各
保
育
所

に
あ
り
ま
す
）
　
②
就
業
（
継
続
・

予
定
）
証
明
書
（
所
定
の
用
紙
が
あ

り
ま
す
）
　
③
就
学
証
明
書
（
父
母

な
ど
が
就
学
し
て
い
る
人
〉
　
④
診

断
書
（
父
母
、
祖
父
母
な
ど
が
病
気

の
場
合
は
医
師
の
診
断
書
、
六
十
五

歳
以
上
の
人
は
除
き
ま
す
）
　
⑤
調

査
票
（
所
定
の
用
紙
が
あ
り
ま
す
）

そ
の
他
入
所
選
考
に
あ
た
り
、
幼

稚
園
や
へ
き
地
保
育
所
に
入
所
が
決

定
し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
選
考

の
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
せ
　
申
込
み
と
お

問
い
合
せ
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

福
祉
係
（
雪
七
ー
三
二
一
番
内
線

二
一
五
）
へ
。

施　設　名 所在地 公私立 定員

十日町保育所 学校町1 公立 go

鐙島保育所 南　鐙　坂 〃 70

高山保育所 綿　町　　2 〃 90

川治保育所 川治上町 〃 120

下条保育所 下条本町 〃 70

十日町西保育所 下川原町 〃 120

北原保育所 北　　　　原 〃 60

水沢保育所 土市第2 〃 130

十日町幼児園 本町西1丁目 私立 90

北越保育園 本町6～1 〃 90

四日町保育園 四　日　町2 〃 120

山本愛泉保育園 山　本　　2 〃 90

森の保育園 大黒沢東 〃 90

いずみ保育園 昭和町3 〃 90

難
騰
懇
麗
灘
瞬

6
日

…
1
3
日

20
日

…
2
7
日

…
2
9
日

㎜
3
0
日

㎝
3
1
日

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
8
2
の
2
9
5
7
番

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
魯
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
8
5
の
2
0
0
3
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

8
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

8
0
2
5
7
6
i
8
の
2
0
3
4
番

中
条
病
院
（
北
原
）

　
8
7
の
3
0
1
8
番

水
沢
診
療
所
（
土
市
第
…

　
8
8
の
2
0
3
9
番

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

　
8
2
の
3
2
7
6
番

池
田
医
院
（
本
町
璽
）

　
8
2
の
2
5
8
1
番

献血車日程

12月10日休）

滝文工業㈱
日
場
期
会

　　　期日　12月11日囲

　　　会場　エドヤ㈱

時問はいずれも午前10時～午後3時まで

明日といわずいま献血しましょう・

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
一
月
三
十
日
㈲
、
正
午
～
午

後
四
時
ま
で
　
太
田
島
第
一
の
一
部

中
在
家
、
水
沢
市
之
沢
、
大
石
、
南

雲
　
▼
十
二
月
七
日
㈲
　
正
午
か
ら

午
後
四
時
ま
で
　
高
島
第
一
の
一
部
、

高
島
第
二
　
▼
十
二
月
八
日
㈹
　
午

前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
土
市
第

一
の
｝
部
、
天
池
、
細
尾
、
池
之
尻

漆
島
　
▼
十
二
月
十
日
㈱
、
午
前
九

時
～
午
後
二
時
ま
で
　
城
之
古
第
二
、

城
之
古
東
町
、
塚
原
町
、
北
新
田
第

一
・
第
二
、
高
山
第
二
の
各
一
部

▼
十
二
月
十
一
日
樹
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
宇
田
ケ
沢
、
中
条

菅
沼
、
山
新
田
、
小
貫
、
東
枯
木
又
、

西
枯
木
又

し
尿
浄
化
槽
設
置
者

　
研
修
会
を
開
催

三
士
一
面
人
権
週
間

　
人
権
の
共
存
～
　
互
い
に

相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊
か

な
人
間
関
係
を
作
ろ
う
～

十
二
月
四
日
～
十
日

十
日
町
市
の
人
権
擁
護
委
員

　
武
田
文
雄
　
土
市
第
一

小
林
賢
秀
　
川
原
町

竹
内
　
茂
　
川
治
内
後

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
今
年
八
月

に
診
療
を
受
け
ら
れ
た
分
に
つ
い
て

医
療
費
の
額
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
の
医
療
費
の
七
割
は
国
民
健
康

保
険
で
支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

残
り
の
三
割
が
、
自
己
負
担
分
と
し

て
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
患
者
さ
ん

が
支
払
っ
た
額
で
す
。
な
お
、
医
療

費
の
額
の
お
知
ら
せ
は
、
十
一
月
末

頃
、
各
家
庭
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
へ

　
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
、
就
職
先
の
事

業
場
で
、
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場

合
に
は
、
国
民
健
康
保
険
資
格
喪
失

…
国
民
健
康
保
険
…

の
届
を
市
民
生
活
課
に
速
や
か
に
届

出
を
さ
れ
る
と
と
も
に
、
も
し
、
受

診
中
の
場
合
に
は
、
医
療
機
関
の
窓

ロ
ヘ
も
新
し
い
保
険
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
病
院
に
保
険
の
変
っ
た

こ
と
を
知
ら
せ
な
い
と
、
今
ま
で
通

り
、
国
民
健
康
保
険
に
、
医
療
費
の

請
求
が
来
て
し
ま
い
ま
す
。

　
未
届
の
方
は
、
す
ぐ
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
先

か
ら
帰
ら
れ
た
時
に
も
、
す
ぐ
国
民

健
康
保
険
に
加
入
の
手
続
き
を
す
る

と
と
も
に
、
受
診
中
の
方
は
、
医
療

機
関
の
窓
口
へ
も
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
中
に

し
尿
浄
化
槽
を
設
置
し
た
方
と
、
昨

年
研
修
を
受
け
な
か
っ
た
方
を
対
象

に
、
左
記
の
内
容
で
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。
対
象
者
は
、
案
内
ハ
ガ
キ

（
後
日
送
付
し
ま
す
）
と
五
十
六
年

度
第
二
回
放
流
水
検
査
結
果
通
知
ハ

ガ
キ
を
持
参
の
う
え
、
必
ず
研
修
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

期
日
　
十
二
月
八
日
㈹

会
場
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
三
階

受
付
　
午
後
一
時
半
（
研
修
会
は
二

時
～
三
時
半
〉

研
修
内
容
　
①
し
尿
浄
化
槽
に
係
る

法
的
規
制
に
つ
い
て
　
②
し
尿
浄
化

槽
の
正
し
い
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
詳
細
は
、
市
民
生
活
課
環
境
係
（
8

七
－
三
二
一
番
内
線
二
二
六
）
へ
。

バ
イ
ク
・
耕
う
ん
機
等
の

廃
車
手
続
き
は
お
早
め
に

　
現
在
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

所
有
し
て
い
な
い
原
付
バ
イ
ク
（
百

二
十
五
C
C
以
下
）
や
農
耕
作
業
用

自
動
車
な
ど
の
廃
車
手
続
き
を
お
忘

れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
中

に
手
続
き
を
し
な
い
と
来
年
度
も
課

税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
降
雪
前
の

今
の
時
期
に
ナ
ン
バ
ー
を
返
納
し
、

届
出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
車
体
が
紛
失
、
廃
き
、
盗

難
な
ど
の
理
由
で
ナ
ン
バ
ー
が
な
く

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
税
務
課
へ
捨

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
検
診

12

月
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

53
年
6
月

生
れ
の
児

城全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

12

月
11
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

弱
年
6
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
級

12

月
16
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

弱
年
8
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

12
月
2
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
3
時

駈
年
2
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
霞
灘
灘
磐
譲
朗
難
溜
許
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

－
○

　
　
諮

　
　
蛎

’叛1零澹・

農
地
の
貸
し
借
り
は
安
心
で
き
る

口
用
塘
和
用
増
道
事
彙

　
現
在
、
農
業
以
外
の
仕
事
に
専
念

し
、
農
地
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
委

託
に
だ
し
て
い
る
人
や
、
後
継
者
不

足
等
で
農
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
適
当
な
借
り
手
が
い
れ
ば
、
農

地
を
貸
し
た
い
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、

逆
に
農
業
の
経
営
規
模
拡
大
を
考
え

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
農

地
の
貸
し
借
り
を
円
滑
に
促
進
し
よ

う
と
す
る
の
が
、
農
用
地
利
用
増
進

事
業
で
す
。

　
市
で
は
、
今
年
度
か
ら
こ
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
用
地
利
用
増
進
事
業
の

　
　
目
的
は

　
従
来
の
農
地
法
に
よ
る
許
認
可
に

変
え
て
、
農
地
の
流
動
化
を
促
進
し
、

経
営
規
模
の
拡
大
と
有
効
利
用
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

事
業
の
特
徴
は

　
一
、
農
地
の
貸
し
借
り
は
、
そ
の

期
間
が
満
了
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

動
的
に
終
了
す
る
た
め
、
貸
し
た
ら

か
え
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
不
安

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
離
作
料

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
二
、
売
買
、
貸
し
借
り
に
つ
い
て

農
地
法
の
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
三
、
小
作
地
の
所
有
制
限
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
四
、
売
買
に
つ
い
て
嘱
託
登
記
（
申

請
者
に
変
わ
っ
て
市
が
登
記
す
る
）

の
道
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

登
録
免
許
税
、
，
不
動
産
取
得
税
、
譲

渡
所
得
税
に
つ
い
て
優
遇
措
置
が
あ

り
ま
す
。

　　年末年始の市役所業務
　市役1所では、12月29日〈火）1からユ月3嬢

（ωまで平常業務を‘糠せていた嘩藩噸

　想だし、窃疑生活課．税務課専会齢謙纏懸

麟、29鰍舶中、30鰍轍蝶務罐
ゆでいまず。．

　出張斯の業務絃休みでナ。新年は、蒙月護

繋｛潟〉ぷ仕峯婚めになり裏1ナ。

　　年宋隼始の1ごみ叡集

　衛生施設繊愈では、f鶏翔3蜘（本）承ら1

潟3β｛田まで、ごみ毅集、を儒糞せでいただきま

オ。なお、麟場入のごみめ持ち込みは｛珍

月29日、3（》βはユ癖中、31日は驚午蔚中まで

受付けていまナ・

　埋立て塊は30貸象噂でサ”。

　お間い合わせ纏、衛生濾設繊含（盤2－3剛

嚢）へ。

冒

農
地
流
動
化
奨
励
金
を
支
給

　
農
地
を
三
年
以
上
貸
し
た
場
合
は
、

貸
し
た
人
に
、
農
地
流
動
化
奨
励
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
市
街
地
周
辺
の

用
途
区
域
は
除
外
）

●
三
年
～
六
年
未
満

　
　
　
　
十
ア
ー
ル
当
た
り
一
万
円

●
六
年
以
上

　
　
　
　
十
ア
ー
ル
当
た
り
二
万
円

対
象
農
地

市
内
全
域
の
農
地

賃
借
料

　
農
業
委
員
会
が
定
め
た
標
準
小
作

料
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
各

地
区
に
、
農
業
委
員
な
ど
四
十
四
名

の
農
地
流
動
化
推
進
員
が
お
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、
農
地
の
貸
し
借
り
や

売
買
は
推
進
員
か
農
業
委
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
や
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
農
業
委
員
会
事
務
局
（
8
七
－

一
一
二
二
番
内
線
二
六
一
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
調
整

　
　
　
　
に
つ
い
て

市
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
一
月

一
日
現
在
で
、
農
業
委
員
会
選
挙
人

名
簿
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
人

は
、
十
日
町
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
、

満
二
十
歳
（
昭
和
三
十
七
年
四
月
一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
に
な
り
、

次
の
条
件
を
備
え
た
人
で
す
。

日
、
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
（
田
、

畑
）
の
耕
作
者
（
経
営
者
）

口
、
H
、
の
該
当
者
の
同
居
の
親
族

か
そ
の
配
偶
者
で
、
年
問
お
お
む
ね

六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人
．

　
五
十
七
年
の
選
挙
人
名
簿
の
登
載

申
請
書
を
各
地
区
の
農
事
連
絡
員
さ

ん
が
と
り
ま
と
め
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
火
災
発
生
多
発

　
　
　
　
　
　
細
心
の
注
意
を

　
今
年
一
月
か
ら
十
二
月
十
日
ま
で

の
当
市
の
火
災
発
生
件
数
は
、
建
物

火
災
九
、
林
野
火
災
三
、
そ
の
他
の

火
災
四
、
で
合
計
十
六
件
に
な
り
ま

し
た
。

　
毎
年
、
年
末
年
始
は
火
を
多
く
使

う
う
え
に
、
気
ぜ
わ
し
い
た
め
火
災

が
多
く
発
生
し
ま
す
。
最
近
の
建
物

火
災
で
、
全
国
的
に
多
い
の
が
一
般

住
宅
の
居
間
か
ら
の
出
火
で
す
。

　
そ
れ
は
、
最
近
居
間
で
使
わ
れ
る

火
気
や
燃
え
や
す
い
も
の
が
多
く
な

っ
て
い
る
た
め
で
、
悲
惨
な
火
災
に

あ
わ
な
い
た
め
に
、
特
に
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

消防出初式輝麟57鎮

＊

　
◎
火
気
の
ま
わ
り
は
整
理
整
と
ん

　
◎
“
大
丈
夫
だ
ろ
う
”
と
い
う
安

易
な
心
が
火
災
や
事
故
に
つ
な
が
る

　
◎
ス
ト
ー
ブ
等
の
給
油
、
移
動
は

消
火
を
確
め
て
か
ら
行
い
、
特
に
真

上
に
洗
濯
物
は
干
さ
な
い
。

　
◎
石
油
風
呂
釜
は
時
々
点
検
し
掃

除
。　
◎
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
に
十
分
注

意　
◎
天
ぷ
ら
鍋
の
使
用
中
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

　
◎
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
配
管
な
ど
に
雪

囲
い
を
す
る
。

　
◎
避
難
口
は
二
方
向
を
確
保
す
る
．

　所

麟路上
旗一ル》

、
・
名
、

本
傭

薄
前
蓋
午

雛・葡
礫8舜鋤

、
，
掃
前

、
載
隼

＊
籍


